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1 本書は、市道高架横断2号線道路改良工事に係る幸

町遺跡第3次(通算)発掘調査報告書である。

2 発掘調査及び係る事務等は、小松市都市建設部道路

課より、高架関連市道改良事業費の委託費として転配

当を受け、埋蔵文化財調査室が行った。

3 発掘調査の識別名称は「市道幸町」 、遺物の注記は

isw皿jである。

4 発掘調査は、平成15年7月28日に着手し、9月26日に

完了した。

5 発掘調査は、宮田 明が担当し、麻本賢治の協力を

Eコ

受けた。

6 発掘調査は、 (社)小松市シルバ一人材センターよ り

作業員の派遣を受け、 一部臨時作業員も雇用した。

7 出土品整理及び実測・トレース作業は、臨時作業員

を雇用して実施した。
よしのり

8 鍛冶関連遺物について、穴津義功の指導を受けた。

9 遺構・遺物の写真は、全て宮田が撮影した。

10 本書の執筆 ・編集は宮田が行った。

11 発掘調査に係る遺物、図面、写真等の資料は、小松

市教育委員会で一括して保管している。

凡例

l 本書に示す座標は、世界測地系(四系)に準拠し、高

度は標高であり、全て表示の単位はmで、ある。

2 本書に示す方位は、座標北である。

3 本書に示す土色は、マンセル表色系に準拠している。

4 本書に示す土性は、日本ペドロジー学会による野外

土性の判定法を参考に表記しているが、土性の判定は

行っていない。あくまで相対的な表記である。

5 本書に示す実測図には、以下の記号 ・パターンを使

用している。

仁二ゴ油煤、煤け(アミ )

凹E旧 被熱赤化(万線)

仁二月薬(一点破線囲み、太線)

:ー一一:損傷(破線囲み、太線)

6 本書の属性表に示す値の単位は、とくに断りがない

限り cm、gで、あーる。

7 本書で使用する国産陶器の名称、は「通称jである。

本文目次

I 位置と環境………………………………………… I

E 調査の概要………………………………………… 3

1調査にいたる経緯 2発掘調査

皿 層位の所見と検出された遺構…………………… 4

1層位の所見 2鍛冶炉関連遺構 3廃棄土坑

4湧水土坑 5井戸跡 6複合ピット

N 出土遺物………………………・…………………ー 6

1縄文 -弥生土器 2土師器皿 3瓦器 4陶磁器

5妬器 6円形陶片 7石製品 8木製品 9銭貨

10鉄製品 11鍛冶関連遺物 (表1~ 12) 

V 結 語・・…・・・・・・・・・・……………・・…一・・…・・・・・・…...26

報告書抄録................................................63

図版目次

図版1幸町遺跡第3次調査区平面図 …………………27

図版2幸町遺跡第3次調査区土層図 …………………29

図版4鍛冶炉関連遺構実測図(SFOl)………………31

図版4廃棄土坑実測図1~4 (SK08 ・ 1 2 ・ 13 ・ 17 ) …31

図版8湧水土坑実測図 (SE02・03)…………………35

図版9井戸跡実測図1~3 (SE[SIJ Ol ・ 04 ・ 05) ……37

図版12複合ピ ット(SKll. 18・22)…………………40

図版13出土遺物実測図1~ 12 ………………………41 

写真図版l高架下地区1・2 …………………………53

写真図版3 八幡町地区1 ~3 …・ー・ー…...............…55

写真図版6 出土遺物1 ~ 5 ………・…………………一58



I 位置と環境

幸町遺跡は、月津台地から北東に延びる砂堤帯上に立

地する。この砂堤帯は、沖積層に埋没した浜堤列のーっ

と考えられるが、確かなことは分からない。

砂堤帯上では、八日市地方遺跡(3)で縄文時代後期中

葉を中心に中期後葉から晩期前葉の土器や石器が出土し

ているが、集落を形成したのは、弥生時代の環濠集落が

現段階では最初である。弥生時代後期以降古墳時代にか

けて、梯川水系の自然堤防上に集落が展開する趨勢で、あ

り、八日市地方遺跡の発掘調査による限りでは、砂堤帯

は泥層に埋没していく趨勢で、あったと思われる。

律令期には、文献上に周辺に野身郷、兎橋郷、軽海郷

などが見え、発掘資料の蓄積も進んでいるが、砂堤帯に

おける状況はよく分からない。当遺跡の周辺地区に関連

するものとしては、 8世紀後半、初期荘園の中に小松市

本折町が遺称地とされる西大寺領本堀荘の名が挙がる。

中世には、 14世紀、渋川氏の領した野代荘が蓮代寺村

から本折大垣内まで、木場潟北岸を跨ぐ地域を版図とし、

支配は戦国期まで文献上で確認されるという 。広島県三

原市に所在する「蓮台寺Jは渋川氏の菩提寺で、小松市

蓮代寺町はこの遺称地とされる (42.蓮台寺跡)。

15世紀前半、当時加賀国守護だった斯波満種が将軍足

利義持に更迭されて、冨樫氏が守護職に返り咲き、満春 ・

満成がそれぞれ南加賀 ・北加賀の半国守護とな った。そ

の後満成が没落し、満春が一国守護となるが、 15世紀中

頃、満春の子の代には、嘉吉元(1441)年に将軍足利義教

が謀殺された事件(嘉吉の乱)を契機として、管領細川持

之の復権方策にしたがい、同年義教に加賀守護職を更迭

されたばかりの教家と弟 ・泰高の間で守護職争いが起こ

る(加賀両流争論)。この時に教家は本折但馬入道父子を
やまごう

加賀に入部させ、泰高方の山川氏と交戦している。本折

氏は、本折の地を本貫地とする冨樫氏の有力被官である。

因果関係までは言及できないが、この時代の遺物として、

本遺跡の北に隣接する多太神社境内で、社殿建設時に中

世の埋納渡来銭が発見されている (2.多太神社境内遺跡、)。

長享2(1488)年、冨樫泰高を擁する一向一授勢力らが

加賀守護・ 冨樫政親の入った高尾城を攻め(長享のー挨)、

政親が自刃して以降、 「百姓ノ持タル国J( r天正三年記j) 

と後に評される状態が続くが、この問、 16世紀前半代に

かけて一向一授勢は組織の基盤を固め、越前朝倉氏との

攻防や越中 ・能登への侵攻があったと伝えられている。

この時代は各所に砦が築かれたと考えられているが、

本遺跡の周辺では、 「小松Ji本折Ji御幸塚」の名が

文献上に見える。利常入城以前の小松城の縄張 りは不明

である。御幸塚城(41)は、文安年間から高尾城陥落まで

富樫泰高の拠点となっていたという 。あるいはまた、 一

向一撲の築いた砦が始まりともいう 。天正5(1577)年に

修築されたとする史料(r信長公記j)があるので、少な

くともこれ以前より城郭を備えていたようだ。本折城

(40)は、八幡町と大領野(現在の大領町の南西部)の間に

あったと 『能美郡誌』に記されているが、文脈から口伝

に基づく情報の ようだ。平成4(1992)年刊行の 『石川県

遺跡地図』で本折城跡として記されているのは、 『三州

志』のなかで比定されている「本折端Jに近い場所とみ

られる。

本折城跡に関しては近世の段階で既に削平されていた

ようだが、ここでは城郭の存否はさてお くとして、文献

上では、少なくとも本折の地は軍事的な要衝の一つであ

ったことが窺われる。

時期は降って16世紀後半代、 『三州志Jに引用される

ところによれば、永禄7(1564)年に朝倉義景が本折小松

城を陥れたとする記事(r宗滴雑談j)が見え、また、天

正5(1577)年に柴田勝家が小松村 ・本折村 ・安宅など所々

を焼き払ったと 『信長公記』は伝える。さらに、天正

7 (1579)年に勝家が安宅 ・本折 ・小松町口まで焼き払っ

たとする記事もある。一向-授最後の砦とされる鳥越城

が陥落するのは、この翌年のことになる。少なくとも、

16世紀末には「本折城Jなる城の存在は窺われず、 「本

折Jという名の集落だ、っ たようだ。ここではとりあえず、

文献上にしばしば「本折Jの名が挙がっている点を重視

しよう 。幸町遺跡は、この文献上に現れる「本折」とい

う地名に深く係わってくる遺跡と考えられる。

近世小松城下町の成立は、寛永17(1640)年の前田利常

の入城を契機とし、九龍橋川と猫橋川の間にも町屋が形

成された。利常没後は商業都市として存続することとな

るが、この時代、小松町の周囲に「地方jと呼ばれる耕

地が開墾された。本遺跡の位置する場所は17世紀代には

「三日市地方」に属し、天保15(1844)年小松城並城下図

に「三日市村Jと記されている場所が本遺跡の周辺を含

む区域のようだ。
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0集落跡、散布地

口 城跡、館跡、寺院跡

ム 墓 地、 横穴、 地 下式坑、塚 、経塚

マ 窯跡

挿図1 周辺の中世遺跡分布図 s= 1: 100，000 
[集落跡、散布地]

1.幸町遺跡 2.多太神社境内遺跡 3.八日市地方遺跡 4.浅井畷古戦場 5.矢，"奇宮の下遺跡 6.島遺跡 7.漆町遺跡群 8.打越遺跡

9.佐々木ノテウラ遺跡 l旧O.佐々木アサパ夕ケ遺跡 l日1.八l申幡h幡番遺遺今跡 lロ2.荒木田遺跡 l日3.軽j海毎遺跡 14.軽j泊海布毎苧西芳寺遺跡 l日5.西芳寺遺跡

16.一主針十B造跡 l口7.一針針占C遺跡 I団8.千代.能美遺跡 l叩9.千代オオキダ遺跡 2却O.千代デデ.ジロA遺跡 2幻1.大長野A遺跡 22 
2お3.長令長長田南遺跡 2μ4.高堂遺跡 2お5.牛島ウハシ遺跡 2お6.石子遺遺-跡 27.下開発茶臼山遺跡 28.埴田ウラムキ遺跡 29.ヰl海B遺跡

30.1干l海C遺跡 31.遊泉寺 ・クボタA遺跡 32.遊泉寺 ・クボタB遺跡 33.上八里A遺跡、 34.八里向山C遺跡

35.戸津八幡神社前遺跡 36.額見町遺跡 37.月津オカ遺跡 38刀何理遺跡

[城跡、館跡、寺院跡]

3却9.小松城跡 4ωO.本折城跡 4引1.納御倒御l幸塚城跡 4位2.蓮台寺跡 4羽3.白江梯川遺跡(白江壁跡) 4叫4.千代城跡 4佑5.河河田館遺跡 4必6
4灯7.住純御維倒御[J館遺跡 4必8.イ位仏lム、生寺跡 4ω9.常徳寺跡 5印O.鵜川壁跡 5日1.岩謀淵iJt城成E跡事 .仏ケ原城跡 5臼2.岩倉城跡 5臼3.平野壁跡 54.i波皮佐谷城跡

55.松岡寺跡 56.観音下城跡 57.戸津本蓮寺跡 58.林超勝寺跡 59那谷寺遺跡 60.動橋壁跡 61.勅使館跡

[墓、横穴、地下式坑、塚、経塚]

62.軽海中世墓跡群 63.仏生寺塚 64.麦口中世墓跡、 65.下麦口横穴群 66.下八里横穴群 67.穴場横穴 68.上八里横穴群

69.上人里中世墓跡 70.八里向山F.H遺跡 71.牧口中世墓跡 72.菩提遺跡 73.下粟津横穴群 74.下粟津1・2号横穴 75.島経塚

76.林八幡神社経塚 77.津波倉ホ ットジ遺跡 78.火灯山横穴群 79.こたい谷横穴 80.穴山横穴 81.池城経塚 82.佐美経塚

83.日末経塚 84.安宅中世墓跡

[窯跡 〈加賀窯)] 
8お5.箱宮ドウカガ、詐、ヤチ1.2号窯 8部6
8鈎9
9似4.上荒屋オジマヤマ古窯跡 9白5.上荒屋トリダニ古窯跡 96.i湯曇上ユノカミダニ古窯跡 9貯7.西荒谷カマンダニ古窯跡

つ臼



E 調査の概要

1 調査にいたる経緯

平成15年2月25日付で小松市都市建設部道路課(以下、

道路諜)より、小松市八幡町96番地先外l町地内の市道高

架横断2号線道路改良工事(以下、当該工事)に係る埋蔵

文化財の取り扱いについて協議があった。これを受けて、

埋蔵文化財調査室(以下、埋文)が試掘調査を実施したと

ころ、分厚い遺物包含層と遺構の存在が確認され、既往

の調査成果も踏まえて、 3月19日付で発掘調査等の保護

措置が必要である旨を道路課に対 して回答した。

この結果を踏まえ、平成15年4月22日付で道路課より、

発掘調査計画について照会があり 、4月26日付で計画書

を提出したが、これは、 当該工事について特定防衛施設

周辺整備交付金(以下、交付金)の対象事業の申請を行う

ためのものであり 、発掘調査の費用も 、この中から支出

される計画であったO

2 発掘調査

挿図2に示すように、調査区は、便宜的に「高架下地

メJ、 「八幡町地区」と呼称した。

発掘調査は、高架下地区より着手 した。調査対象は約

100m
2
だったが、大半の区域は削平されていた。高架橋

事と 、複線化前の軌道側溝に よるものと思われる。

8月3日、地山が検出されない区域が竪穴らしいと予想

されたが、掘り下げる毎にプランが歪になり (SI01)、掘

り上がりは凡そ住居跡といえる ようなものではなく 、床

面も明確でないが、竪穴の二隅に柱穴らしいピッ トが検

出された。底面で検出された土坑を掘ってみると 、結桶

が出土し、湧水も認められた (SE01)。傍らには粘土が

半月形に検出され、姿器系大斐片が顔を出す。鍛冶浮の

集積も確認され、 9月3日までに、水洗飾別によって鍛造

剥片も検出されるにいたり 、鍛冶炉関連遺構と判断した

(SF01)。

8月5日に包含層掘削を開始した八幡町地区 (約250m
2
)

は、排土置場に予定していた高架下地区の完了が8月29

日にずれ込んだことと 、包含層掘削が予想、をはるかに上

回る土量を出したことで難航し、遺構検出作業を開始し

たのは、9月5日であった。 しかも 、大小の撹乱坑が無数

に認められ、平面での検出は至難を極めた。

とりあえず邪魔な撹乱坑だけ掘ってみて、おおよその

プランの見当がついた段階で掘り下げを開始したが、最

初に手をつけた何とも形容できない大きなプランは、当

初自然流路の類かと思われたが、竪穴(SI04)と湧水土坑

しかしながら、最終的に道路課は交付金の申請を断念

し、市単独事業として高架関連市道改良事業費の中から

発掘調査費用を全て捻出することになった。

道路課より発掘調査依頼が提出されたのは6月3日付で、

発掘調査に係る事務に着手したのは6月16日であった。7

月上旬での作業開始に向けて準備を進めていたが、調

対象地が]R北陸本線幸町高架橋の真下(以下、高架下)

も含まれていたため、]Rに対する協議が必要との指摘

を受け、6月27日付で]R西日本大阪建設工事事務所福井

工事所長に対して近接工事に係る協議書を市長名で提出

し、6月30日付で両者の聞に覚書を交換した。事前の打

ち合わせの不備から、作業開始が遅れた一因でもある。

結局、準備が整い作業を開始したのは7月28日、当初

の予定より約1ヶ月遅れることとなった。

(SE02、SE03)の複合であった。SI04は斑な堅い埋土を

削っていくうちに土坑が検出され、この土坑が結桶を入

れ子に埋設した井戸跡(SE04)であった。

SE04を検出した段階で、残りの区域を見ると 、同じ

ような大きなプランがぼんやり 、少なくともあと4基、

井戸跡ないしは湧水土坑が検出されるのではと予想した

が、実際は、井戸跡は1基だけ (SE05)で、残りは、廃棄

土坑2基(SK12、SK13)と、1基は試掘坑跡の誤認と判明

した。

かくして、発掘調査は9月29日までに完了したが、試

掘調査の所見から予想した遺物量は、終わってみれば約

5倍に膨れあがっていた。

八幡町地区 発掘調査作業風景

円
〈
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挿図 2 幸町遺跡(第3次)調査区位置図 (s= 1: 2，500) 

E 層位の所見と検出された遺構

層位の所見(図版1"""'3)

高架下地区では、包含層の保存状態、は良好と思われた

が、セクションからは、遺構の上部は削平を受けている

ようだ。遺構検出の際にも、地山の砂層が検出される界

面付近では、黒土が斑状に混じっている状況が随所に認

められた。包含層として掘り下げた層の下部は、遺構の

覆土上部も含まれていたが、 黒土中で遺構のプランは分

からなかったO

]R北陸本線は、明治30年に福井一小松聞に開通した

官鉄が前身だが、今回調査できた部分は、この開通当初

からの軌道の真下に当たる。また、明治末から大正期に

かけて一帯は耕地整理も行われ、良好に思われた保存状

態も保証の限りではない。

八幡町地区は、前章でも触れたが、遺構検出の段階で

も無数の撹乱坑に悩まされた。セクションを精査すると、

「包含層Jとして掘削した、とくに下半で土層の撹乱が

認められ、出土遺物中にも離れたグリッド問の接合例が

確認できる。上半部で撹乱は殆ど見えなかったが、指で

押してみた限りでは鋤床を形成していると思われ、掘削

の際には、包含層上部の硬さにも悩まされた。

この鋤床層と思われる包含層上部では、近世以降の染

付 ・色絵の類が主で、中世の遺物が出土し始めるのは包

含層下部の掘削を始めてからのことである 。 また、

SE03が検出された地点では、プランが見える前に鍛冶

関連遺物や大小の焼磯等が多数流し込まれたように検出

され、このような地点でSK12も+食出された。

地山砂の界面では高度は東から西に減じ、高架下地区

が最も高い。包含層(鋤床層と撹乱層)は、八幡町地区の

中央付近で最も厚く、約40cmに達する。

断定はできないが、下部の撹乱層で近世以前の遺物が

少ないことから、近世の地方耕地(三日市地方)開墾の際

に造成により地形の起伏が均されたと思われ、先述の鍛

冶関連遺物等の集中箇所は、造成中に出土したものが凹

地に流し込まれたためと推察される。ただ、無数に掘ら

れた撹乱坑は近代以降のものが多いようだ。

八幡町地区 鍛冶関連遺物等集中地点 (H-1Gr) 

A
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2 鍛冶炉関連遺構 (SF01:図版4)

高架下地区で、S101に隣接して検出された。最初に見

えたのは姿器系陶片で、粘土層はここから半月形に検出

された。これはSK08に切られているためで、元は円形

プランであったと思われる。

姿器系陶片は越前であり 、大斐の底部を貼粘土上に設

置している。底板と 、周りに配置された体下部片は、接

合位置と配置が異なり 、予め割ったものを並べたようだ。

この上にさ らに粘土をかぶせているが、底板は、ここに

埋設された状態でもさらに破損しているようだ。上に被

された粘土層から飾別した、底板に接合した剥片4点中、

3 廃棄土坑 (SK08，SK12，SK13，SK17:図版4--7)

本報告で廃棄土坑とは、人為性の認められない「覆土J

(人為的に埋め戻されたと判断した場合は「埋土Jと表記)

によって埋没した相対的に堀方の浅い土坑を指し、上位

層と覆土層が選移的であるものと定義した。

SK08は前節で触れたが、SFOlを切って掘り込んであり 、

両者で接合する陶片の存在から、鍛冶炉の廃絶行為に関

わる遺構か。

SK12は遺物量は少ないものの、下底部に相対的に泥

質の黒土が堆積していて、上部に撹乱層はなく 、包含層

4 湧水土坑 (SE02，SE03:図版8)

本報告で、湧水土坑とは、堀方が湧水準に達する土坑と

定義したが、調査時には井戸として扱っていた。結桶の

ような埋設物がなく、湧水準より下位には、砂の流出が

著しいため掘り進むことができない。

SE02は、 土層が大きく乱れているが、覆土か埋土か

判断がつかない。一部に葉理らしい縞模様が観察された

箇所もあったが、全般に雲状~斑状である。また、上部

5 井戸跡 (SE[SI] 01， SE [SI] 04， SE [SI] 05:図版9--11) 

本報告で井戸跡として報告するものは3基で、いずれ

も結桶が埋設されていた。共通する特徴は、いずれも湧

水準をさらに掘り込んでいる点であり、結桶は掘削時に

は矢板の役割を果たし、掘削後には、結桶の中に水が溜

まる構造になっている。

SE [SrJ 01は、不整なプランの竪穴内に掘削された

井戸跡であり 、竪穴自体は小規模なものだが、柱穴の可

能性があるピ ットが二隅に検出されたことから、上屋を

伴っていたようだ。あるいは二段掘りの堀方か。結桶は

直径約60cm.高さ約50cmを測 り、崩落土または撹乱坑

掘削の影響で潰れていた。出土状況から、埋没以前にタ

ガカfほどけたと，思オっ~'Lる 。

少なくとも2点は埋設後の剥離と考えられることから 、

鍛打作業に伴う衝撃に よる破損と見 られ、金床を設置し

た土台と思われる。SK08には、焼礁とともに越前陶片

が下層で出土し、陶片は先述の大斐に接合した。

傍らに鍛冶淳の集積が検出され、これを取り除くとピ

ットが2基できてしまったが、集積が埋没したあと徐々

に水に溶けだした酸化鉄が下層に染みこんだものを掘っ

たようで、内部の鉄は、結核をなした二次集積と見られ

る。この周辺の砂は、とくに焼けた痕跡はないが、飾別

すると移しい量の鍛造剥片、粒状j宰が検出された。

まで選移的であることが確かめ られた。

SK13は、堀方のプランが大きく、相対ー的に深さもあり、

廃棄土坑に分類した中では最大の土坑である。遺物量も

最大であり 、大小の焼礁のほか、椀形鍛冶淳や羽口とい

った鍛冶関連遺物も多い。

SK17はプランの小 さい浅い土坑だが、焼磯や石製品

が目立って出土した。ただし、覆土は先述した包含層下

部の撹乱層の一部の可能性がある。

も著しい撹乱を受けている。

SE03は、SE02、S104を切る大型の土坑だが、セクシ

ョンを精査すると、 2~3基程度の土坑の複合のようだ。

このうちの少なくとも l基には覆土に葉理が明瞭に観察

されるが下部では土層が乱れていて、掘り直された形跡

と思われる。下部の泥質層は、2箇所で円く現れ、結桶

を抜き取った痕跡かもしれない (後述)。

SE [SI] 04も、不整なプランの竪穴内に掘削されて

いた。八幡町地区では最も標高の低い地点である。竪ア

は斑状の堅い層であり、竪穴を掘削したと言うよりは、

凹地を埋め立てて竪穴状に造成したように思われた。竪

穴の埋土も同様に斑状で堅く、柱穴と思われるピ ットは

検出されなかったO 調査時の知見として、この斑状の埋

土は3層目を検出した段階で井戸跡堀方のプランが見え

てきた経緯を重視して、本報告でも最終的に竪穴と考え

た。結桶は直径約80cm.高さ80cm以上と、 直径約60cm.

高さ40cm以上の二つを入れ子にしていて、湧水準より

も 40 ~ 50cm程度さらに堀削している 。 外側の結桶はひ

しゃげているが、外側が空洞になっている箇所があり、
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圧が直接的な原因ではないようだ。西側にいくぶん傾

いている点からは抜き取りを試みた可能性もある。

SE [SI] 05は、竪穴が不明瞭で、堀方のプランが大

きい。結桶の半分は壊れているが、直径約70cm '高さ

6 複合ピット (SK11，SK18， SK22:図版12)

プランを検出した段階では単独の土坑と思われたが、

完掘状況でピッ トの複合となったものである。それぞれ

のピッ トには切り合い関係があり 、近接して環状に、連

N 

1 縄文・弥生土器(図版13-1・2)

縄文土器は、胎土に赤色粒を含み、表層は酸化色を呈

する。損傷著しく図示できないが、細密な半隆起線が見

える破片があり、前期末~中期前葉か。

弥生土器(1・2)は、地山砂界面付近と遺構覆土下部で

2 土師器皿(表2;挿図3;図版13・14・6.......23)

師器皿は最も普遍的に出土した。全て非ロクロ系で

あり 、以下の ように分類した。

器形の分類(藤田1989を敷釘;挿図3)

A:口縁部が内響~外反気味に立ち上がる。

E:口縁部を強い横ナデで外反させる。

F:口縁部が外傾して広がる。

他、中間形態として、AE.EF. AFを設定した。

成形の分類(挿図3)

1 1 :粘土重畳、厚手(原則として二枚重ね)

12:粘土単層、厚手(部分貼り接ぎあり )

3 瓦器(図版13-3.......5)

3はSK08から出土した口縁部、4はSI01、5はSK12か

ら出土した底部である。印文等の装飾部の破片はなく、

4 陶磁器(表3・4;挿図4;図版15・16・24.......73)

白磁 (24.......28) 殆どは皿の破片であり 、ID(B)3を除

きD群(森田1982)とされる皿である。表3参照。

青花 (29・30) 図示したのは中国産と思われる唐草文

と十字花文で装飾した碗 ・皿である 。近世以降の染付

(62 ~ 70) は 、 肥前系と思われるものを抽出したが、青み

を帯びるとされる17世紀後半以降が中心のようだ。他に、

17世紀前半代に多いという辰砂染付(65・66)が認められ

たo その他は表4参照。

青磁 (31.......37) 文様を指標に紬調で敷f汗すれば全て

龍泉窯系と思われ、碗 ・稜皿 ・盤が認められる。

60cm以上を測る。結桶の壊れ方は外側に跳ねた樽板が

あり、土圧が原因ではあり得ない。堀方が大きいことと

併せて廃絶時に掘り出そうと試みた結果の破損の ようだ。

続して掘削されている。性格は不明だ、が、焼1擦と 凹石が

重なって出土したSK22C(写真図版5)の事例による限り 、

埋納遺構の可能性がある。

出土遺物

出土する傾向があり 、いずれも第1・2次調査区に近接す

る地点で認められた。1は護、2は高杯で、それぞれの特

徴から、)11買に猫橋式、法仏式に比定される後期の資料で

ある。

II 1 :粘土重畳、薄手(断口で薄層の剥落)

II 2 :粘土単層、薄手(超薄手あり )

形態的に主体を占めるのはAとEFで、後者は分類上

形態偏差が大きい。Aは口径に比例して厚みを増す傾向

が看取されるがEFでは不規則で、属性の相関性は小さし'0

Aは相対的に小型厚手、EFは相対的に大型薄手に、僅

かだが傾く ようだ。挿図3参照。

ID (R) 21のように離れたグ リッド間の接合例もあり 、

一括廃棄された ような状況も見られない。表2参照。

また、15に墨書がある。

5は底面が著しく被熱している。いずれも火鉢の類であ

ろう 。

粉青 (38) 見込に白泥の象依が施される朝鮮系陶器

であり 、畳付から胎土目痕と底面の児巾が特徴的な碗で

ある。

瀬戸 (39.......50) 灰紬系は概ね古瀬戸後期後半~大窯

前半の資料が主体である。43は志野である。42は鉄紬で

焼き色が著しく赤い。

天目 (51.......56) いわゆる天目茶碗である。特徴の明

らかなものは全て瀬戸 ・美濃製品と思われる。55・56は

茶入と思われる破片である。
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唐津 (57""'61 ) 中世末から近世資料を含めて抽出し

たものは、藁灰粕 ・透明粕 ・鉄絵 ・白泥の波状刷毛目と

いった特徴を重視したが、手元の資料(九州近世陶磁学

5 妬器 (表5・図版17・18・74""'93)

中世妬器は、 越前 (74~86) 、 珠洲 (87~ 93 ) が認められ

る。器種別に見ると、越前は大斐 -斐が主体で、珠洲は

播鉢が主体である 。 特徴の見えるものは概ね14 ~ 15世紀

代の資料である。鍛冶炉関連遺構(SFOl)埋設の大斐75は、

6 円形陶片(表6・図版19・94""'116)

本報告で円形陶片とは、妬器の破片を打ち欠いて円形

~略円形に整形したものの総称としたが、 1例だけ、瀬戸 ・

美濃製品の陶片を整形したものがある(116)。本遺跡で

7 石製品(表7;図版19""'21・117""'136)

石鉢 (1 17~ 120 ) はすべて丸型だ、が、 117は造作が粗く

内部が煤けている。121~ 125は行火 と蓋である。

126・127は石臼である。変わったところでは掌に乗る

ほどの小型石臼 (128)があり 、いびつだが、使用可能な

造作はされている。

129~ 132は砥石である。中砥~仕上げ砥が多いが、荒

砥がL点認められた(129)。

8 木製品(図版9""'11;図版21・137""'142)

結桶(図版9""'11) 井戸枠として使用されたものが4

点出土した。下層の砂に深く差し込まれていて引き上げ

ることが出来ず、 実測図はないが、 SE04以外は タガは

残存していなかった。SE04二段目の結桶が精製品の他

9 銭貨(表8;図版22-143""'149)

本遺跡で出土した銭貨は穴銭銅貨である。文字の判別

10 鉄製品(表9""'11;図版22-150""'154)

稀に鋳造品 (154)が認められるが、大多数は鍛造品で

あり 、主に釘と思しき棒状品である(150・151)0152は

鑓で、SE03出土だが、撹乱坑の混入か。全般に鍛冶関

11 鍛冶関連遺物(表9""'11;図版22""'24-155""'188)

椀形鍛冶淳は小型に偏る傾向があるが、図示した含鉄

淳(155~170)は相対的に大型でメタル度が高い ようだ。

鉄塊系遺物(171~ 180)は小片が多く、鍛錬工程を示す遺

物は、 SF01で検出した鍛造剥片と粒状淳のみである 。

一7-

会2000)だけを拠り所にしているので、染付も含め、誤

認資料については容赦されたい。表4参照。

先述のSK08の他、 SK19から出土した破片も接合し、他

に表5のID(Y)65など、土師器皿で見られたのと同様に

離れたグリ ッド間の接合例がある。

その他 須恵器で、杯(A)や斐の細片がある。

は井戸跡 ・ 湧水土坑からの出土が多い 。 概ね直径2 ~

4cm程度の大きさに揃っているが、 114は直径5cmを越え、

抜きん出て大きい。

加工礁は、多くは加工面に煤が付着する。円形の凹み

が設けられているものは、 「凹石」として分類上区別し

た ( 133 ~135)。 また、焼けた円磯や角操、及びこれらの

破片が普遍的に出土した。前者は時に遺構内にかたま っ

て出土することがあり 、顕著な例として、SK05(廃棄土

坑)では出土遺物の殆どが焼けた円礁であった。

136は、刃痕がついた円礁である。

くれいた

は樽板の加工が粗く 、加工痕が見える。

箸 (137""'139) SE05. SK13か ら計5点出土した。図

はうち3点である。

曲物 (140""'142) 図は底板と側板である。

できる 11点はすべて渡来銭である。

連遺物と誰離した製品で占められ、近代以降の製品が混

入するようだ。なお、サピの除去を行っていないので、

実測図はサピの描画とな っている。

鋳造関連遺物は稀で、 相対的に大振りの羽口 (183 ~185) 

と、鍛治炉は壁面の立つ深い土坑が想定 される炉壁片

( 186~ 188)との相関から、全般に鍛錬鍛冶を伴う精錬鍛

冶主体の操業と思われる。



表 1 幸町遺跡(第3次)遺構別出土遺物リスト
記号 i量番 伎番 彼自IJ 地区 grigy grigX 時期 出土遺物等(近代以降は除く ;表示は埋設遺物以下中位以降は目次願)

51 01 竪穴9 高架下 A.B 0.1 -15c末 弥生土器，土師器皿，瓦器 .白滋，背践.粉脊，瀬戸 (灰勅 天日 );越前，涼洲，円形陶片，台石，羽口 ，鍛冶務，焼礁

51 01 P1 柱穴ヲ 高架下 A 。
51 01 P2 住穴ヲ 高架下 A 。
5E 01 井戸 高架下 B D -15c後

結桶.!lIl設，土師掠JTIl;越並.染.i..E!付主;-~:盟f磁主， よ瀬翌戸旦( 鍛冶浮，焼傑
5E 02 湧水土坑 八幡町 H 0，1 -16c初 須w.器.土日市骨量皿7菩;瓦器 灰紬 天日 );唐津，盆前，珠洲，円形陶片苛;石百鉢五.行百火葎;釘7E;藻得一板 ，銭貨.羽口，鍛冶津，焼様
5E 03 湧水土坑 八幡町 H -16c有J 土師器血，白磁 磁，瀬戸(灰勅天目u豊前.珠洲.円形陶片;石鉢，石臼，釘，鐙.

51 04 竪穴ワ 八幡町 I 0，1 土締結l皿，白磁，色絵，青磁;瀬戸 (灰利上唐津.占霊前，珠洲，羽口，鍛冶i宰，焼襟

5E 似 井戸 八幡田f -15c後 事吉桶J.ft!設2段 ，土師骨量阻，背縫，瀬戸 (灰納);越前，円形陶片，樽板，円板.銭貨，鍛冶搾，焼際

51 05 竪穴? 八幡町 f，G 。
5E 05 井ド

八百哀幡町下
G 0.1 -15c末ワ 結構埋設土師器旦飾器よ互m笠，L行阜火墜;鍛主冶盆津i背花 .背舷，粉 f~ : 瀬戸 (灰粕 天目)位前，珠洲.円形陶片，釘箔.円板，銭貨，羽口，鍛冶津.焼際

5F 01 作業台土台 A 。 -15c? 越前大婆埋設.上

5f 01 P1 鍛冶浮集積 警作句~~てT A 。 鍛冶淳

5F 01 P2 夜鍛否冶官樺7集積 高架下 A 。 鍛冶湾

5K 01 円 高架下 B 1.2 -15c後 弥生土器，上師器JTIl;瀬戸 (灰剥1);越前.刃痕襟;~;J 口.鍛冶浮.焼傑
5K 02 土坑 宵r司初加~T A l 土師器JTIl;瓦器;.1霊前，羽口，鍛冶浮

5K 03 士坑 高架下 B 土師器皿.鍛冶湾

5K ω 上坑 高架下 B I 
5K 05 廃棄土坑 高架下 B 土姉詩皿.越前，羽口よ鍛笠冶益淳笠;焼i盆磯墜
5K 06 土坑 高架下 B 2 弥生土器.土飾器JTIl;

5K 07 廃棄土E坑t 高架下 B 
弥生土器土師持Illl;健前.石臼.盟霊，主主並翌前旦丑，i石笠盟鉢益A;笠釘Ei; 焼様5K 08 廃棄土 高架下 B -15cワ 弥生土器.土師器皿，瓦官官，汗腿."-= .". • "" '~ " • -，-，，._. .鍛冶津.焼傑

5K ω 撹乱坑ワ 八暢町 I.J I 縄文上務.土師器皿.瀬戸 (灰粕) 羽口守鍛冶浮焼際

5K 10 
A 複苔上官坑ヲ?ト

八幡町 I I 土師器皿，焼礁

5K 11 八幡町 G 鍛冶津

5K 11 B 複合ピ γ ト 八幡町 G l 石鉢，焼際

5K II C 複合ピ ァト 八申書目T G 土師縫皿，越前，円形陶片

5K 12 廃棄土坑 八幡町 G -16c末 弥生士宮if;土飾器血.瓦器，白磁.菩染葱付;青磁(京瀬戸 (灰紬 ;志野);越前，珠洲円形絢片，銭貨石鉢ー行火砥石羽口 ，焼様
5K 13 

一廃墜棄室土主坑盆ワ
八幡町 f，G I -15c末 弥生土器，土師恕皿白磁:背夜イE石;1'ffiG;瀬戸 粕上位前 .珠洲 ;円形陶片 喝行火，小型石臼 ;li!l石 ; ;J~口，鍛冶湾 .焼礁

5K 14 八幡函町 G 0.1 -15c 土師器皿，白磁，背依，瀬戸 )館前，珠洲，円形陶片，釘，羽口.鍛冶淳.焼llI!

5K 15 土坑ヲ 八町 F 上師器皿，趣前.鍛冶津.焼E聖
5K 16 土坑 八幡町 F 羽口

5K 17 
A 複1廃F棄E土す坑下

八幡町 E 土師器皿，白磁.背磁;瀬戸 (灰紬)よ銭韮1T21.，珠洲，石鉢.行火.砥石.羽口.鍛冶津，焼際
5K 18 八幡町 E 上師器皿，越前，石鉢;行火.砥石， 鍛冶津.焼礁

5K 18 
L__j翠+霊E合ピ ット

八幡町 E I 
5K 18 C 合ピ ット 八幡町 E I 
SK 18 D 合ピ ァト 八幡町 E 
5K 19 上坑 八幡町 E l -15c 白磁，遜前，鍛冶浮，焼E撃
5K 20 撹乱坑? 八幡町 F 。 土師器皿，越前.珠洲円形陶片，羽ロ.鍛治淳司焼際

5K 21 
A 複舎士ピ坑y ト

八幡町 E 上師音寺皿.石鉢.鍛冶津，焼l'I!

5K 22 八幡町 E 。 -15c後 背礁

5K 22 8 複合ピ ット 八幡町 E 。 土日市務皿，越前，鍛冶浮，焼際

5K 22 C 複合ピ ァト 八幡町 E 。 台石，焼傑

5K 22 D 綾合ピ γ ト 八幡町 E 。
5K 23 土坑? 八幡町 f，G 。 鍛冶漆

5P 01 ピァト 高架下 B 上師器皿，鍛冶滞

5P 02 ピット 高栄下 B I 
5P 03 ピット 高害架下 B I 鍛冶浮

5P 04 ピァト 架下 B 鍛冶涛

5P 05 ピァト 高架下 B 
5P 06 ピァト 高架下 B 
5P 07 ピァト 高架下 B 1，2 土師器皿，鍛冶滞

SP 08 ピット 高架下 B 
SP 09 ピッ ト 高架下 B 
5P 10 ピァト 高架下 B 
5P II ビγ ト 高架下 B 
SP 12 ピγ ト 高架下 B 
5P 13 ピヅト 宅R金司「ョ合~T B 鍛冶津

5P 14 ピッ ト 高架下 B 鍛冶浮

5P 15 ピッ ト 高架下 B 
5P 16 ピァト 高架下 B 
5P 17 ピット 高架菜下 A 土問jg号肌，鍛冶漆

5P 18 ヒット 高下 B 
5P 19 ピ・ノ ト 高架下 B 
5P 20 ピy ト 吾高架下 B 
5P 21 ピット 架下 B 
SP 22 ピァト 肯~ ~対~r B 上姉器血.羽口，鍛冶浮，焼穣

5P 23 ピァト 高架架下 B 鍛冶淳

5P 24 ヒy ト 高下 B 鍛冶淳

5P 25 ヒァト 高架下 B 
5P 26 ピy ト 高架下 A 。 tG市器皿.鍛冶i宰
5P 27 ピ y ト 八幡町

5P 28 ピット }\~書目T

SP 29 ピット 八幡町

SP 30 ピヌト 八幡町 H 。 鍛冶淳

SP 31 ピγ ト 八幡町 H 。
5P 32 ピ y ト 八幡町 H 。
SP 33 ピァト 八幡町 H 。
SP 34 ピァト 八幡町 H 。
5P 35 ピット 八幡町 H 。
5P 36 ピァト 八幡町 H 。
5P 37 ヒット 八幡町 G 
5P 38 ピァト 八幡町 G 
5P 39 ピット 八幡町 G l -15c 土師器皿，白磁

5P 40 ピッ ト 八幡町 F I 士郎器皿

I 5P 41 ピァト 八幡町 F i 鍛冶浮

5P 42 ピァト 八幡町 E 
5P 43 ピッ ト }¥申島田I E 
5P 44 ピット 八幡町 G 石臼

5P 45 ピy ト 八幡町 F 1 

5P 46 ピット 八幡町 F 土師器JTIl;羽口，鍛冶浮

5P 47 ピy ト 八幡町 E.F 
5P 48 ピy ト 八幡町 E.F 鍛冶淳

5P 49 ピJ ト 八幡町 E 焼傑

5P 50 ピy ト 八幡町 E 。
5P 51 ピ y ト 八幡町 G 。
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表2 土師器皿属性表
図版 番号 m(Rl 町 id/遺構 n径 子主事 務高 廃朝日平 器形 色調 (飴土/表層) ilb煤 J妾合 破片敬 憎考

14 16 SK13 10 1.∞ 1.8 0.5 EII 。
14 20 2 G-O 9 0.69 1.8 0.4 EFlJl 

譲豊量丞崎

。。 6 
3 SK13 8 0.78 0.4 A日1 黄燈 。 L:> 5 

13 II 4 SE03A 8 L∞ 2.1 0.6 AIl 布日
14 18 5 SE03A 10 0.83 2.4 0.5 EIll 賞鐙 布臼
13 10 6 SE倒 8 1.∞ 1.7 0.3 AII 。 布目
14 13 7 E-O 8 0.92 1.9 0.6 AE日 /灰白 布目
13 7 8 H-1 7 1.∞ 1.7 0.6 A日 /浅黄授 。 布日 ，鍛冶i宰H，{1

9 F-0/SE05 7 0.69 1.9 0.4 AII1 浅黄櫨/にぶい黄燈 。 2 
14 12 10 G-l 8 0.64 1.8 0.6 AE日l 浅草黄堂怪L/Iに主黄鐙

。 2 布目
14 17 11 SE03B 11 0.75 1.8 0.3 EII2 i長 ぷい鐙 。。 3 布白
14 19 12 1-1 8 0.81 1.6 0.4 EFIlI 浅黄掻Ii主黄櫨 。。 3 布日
13 8 13 SE02 8 0.33 1.6 0.6 AII1 浅黄鐙Ii主黄櫨 。。 2 

14 SJQI 8 0.42 1.8 0.4 EJ]1 

講重量師

15 E-I 12 0.64 2.2 0.8 E[2 L:> 7 
[3 9 16 1-1 8 0.36 1.6 0.5 A日2 i竜鐙 。 3 布日

17 SKI3 11 0.39 1.4 EIIl 。。 2 
18 F-1 10 0.03 1.8 0.7 EII 

tい黄萱j俊宣燈19 A-1:E-1 II 0.42 2.1 0.5 AFI12 。 3 
14 23 20 SIOI 8 0.19 1.4 0.3 AFTI2 。。 2 ナデムフ

21 E-1:G-0 9 0.31 1.7 0.4 ELlI 浅黄桓Ii長賞鐙 。 5 
22 SE05 9 0.28 2.3 0.7 E[2 i長賞極/にぷい-I~ 。 布目
23 SE05 10 0.53 E[2 灰白/i茸草白壁 。

13 6 24 H-I/SE03A 7 0.19 2.2 0.7 AlI 灰白/灰 。。 2 
14 15 25 SE03B 8 0.17 2.3 0.5 EI12 灰白/灰白 I 現存
14 21 26 SE05 14 0.25 2.2 0.3 FIl2 にぷい黄G/明黄禍 。 i 

27 SKI4 9 0.11 1.2 0.5 AELlI 浅黄痘/i主貨燈 。 布目
14 22 28 SK13 15 0.25 0.9 0.3 FIl2 浅黄燈/i主賞後 1 

29 SK13 9 0.39 3.0 0.7 A[I t高主戻貨燈Ii量黄燈
。 I 

30 S[OI 12 0.36 FIII /i主黄鐙 。 3 
31 H-1 11 0.44 1.7 0.4 ETI2 I主黄G/i主黄鐙 。。 3 

14 14 32 1-1 8 0.31 1.8 0.7 AEI2 I皇賞百彼/i皇賞後 。 2 
33 1-1 10 0.39 1.6 0.5 AEIIl 灰 /灰白 I 
34 F-1 7 0.25 1.7 0.6 AIl2 i実質侵If長黄極 1 
35 F-l 8 0.19 1.4 0.5 EII2 浅黄燈Ii主主黄 -I~ 
36 SE03A 9 0.22 1.7 0.4 EIl2 浅賞後Ii長燈 。 2 
37 SE03B 10 0.22 1.6 0.4 AETI2 i.l1黄燈/明褐灰 i 布日
38 SK02:SK05 9 0.50 1.6 0.5 EU2 i主黄燈/浅黄程 。 2 
39 F-I/SKI3 7 0.19 2.1 0.4 AEIII 浅黄櫨/にぷい-Ilf 。 2 
40 H-1 8 0.19 1.7 0.7 AE[1 1受賞鐙/浅黄-I~ I 
41 H-I 10 0.25 1.4 0.5 E口2 i主黄燈/i主黄信 布自
42 E-O 8 0.08 1.7 0.4 AIII i寛賞痘/浅賞授 l 
43 F-1 14 0.22 1.7 0.7 E12 灰白/褐灰
44 SK 13 10 0.19 1.5 0.4 AEIl2 i長賞檀Ii主貨鐙 1 
45 SK13 8 0.19 1.2 0.4 AEIII i呈黄燈li長賞鐙 l 
46 5104 8 0.28 1.7 0.3 AIl2 

浅i主差黄笠燈t/浅灰草白鐙
。

47 51ω 9 0.22 AElJ 。
48 5I01 9 0.31 1.7 ETIl 灰白/にぷい黄否信頁亙 I 
49 5K21 7 0.25 1.3 0.4 AII2 にぷい黄燈/
50 F-l 10 0.14 1.6 0.3 Ell2 灰白/にぷい黄櫨

51 [-1 8 0.22 1.6 0.7 AE12 浅黄積Ii主黄俊
52 5KI3 9 0.17 1.4 0.5 AE日l 灰白/灰白 。 I 
53 G-O 8 0.25 1.4 0.5 A1l2 i長黄燈Ii皇賞鐙 布日
54 G-O 7 0.36 1.6 0.6 Alll 塗授差/鐙笠fi主貨鐙 I 布日
55 G-l 8 0.14 1.3 0.3 AEIIl 。 2 
56 5101 12 0.28 1.5 0.7 AFl2 i呈黄鐙/褐灰
57 E-l 9 0.11 1.2 0.3 F1l2 灰色/灰白 。 2 
58 I-l 10 0.22 1.9 0.4 AEll2 浅黄/灰白 。 2 
59 F-l 9 0.28 1.8 0.8 AI2 i主黄燈li主i電位
60 B-l 10 0.14 E[2 浅黄櫨/浅黄鐙 。 2 
61 E-1 11 0.19 1.2 0.4 EFI12 淡策百fi;長賞百 l 
62 5E02:5E03A 8 0.31 1.3 0.4 AEIII 灰 /灰 。 2 ナデムラ .布日
63 G-l 8 0.17 1.3 0.4 AF112 謹浅堂pt鐙li韮黄俊

。 i 
64 5E02 7 0.28 1.3 0.3 AE112 被/i畳策俊 布目
65 5I01 8 0.22 1.4 0.3 EIII 賞G/i主主燈位

。 ナデム 7

66 5101 7 0.36 1.8 0.6 A口2 黄燈/黄
67 5K13 7 0.28 1.4 0.6 All2 灰白/灰白 。 1 
68 5K13 7 0.22 1.2 0.5 AI1l 灰白/灰白 。 ナデムフ
69 E-O 11 0.28 1.8 1.0 A11 

i主黄鐙/浅草霊』町笠童鐙70 E-O 7 0.39 l.l 0.6 Alll 浅黄援/浅 1 
71 E-O 6 0.25 1.1 0.4 ATI2 i量黄程li長
72 G-I 7 0.33 1.2 0.3 AII2 灰白/灰白 。 3 
73 G-1/5E02 7 0.17 1.4 0.3 ATI2 浅賞白/授天Ii主質経 ム 2 
74 51ω 9 0.19 1.4 0.5 EII2 灰白
75 5104 9 0.22 1.6 0.3 E111 i主黄程Ii主員三G
76 5E04 7 1.0 0.3 EI12 i主賞授1M栂
77 5K13 0.17 EI2 にぷい黄鐙li主占首位 。 3 
78 5101 12 0.19 EFlI にぷい黄鐙/泉褐 I 
79 5101 9 0.17 All1 i長賞百櫨/にぷい燈 I 
80 5101 8 0.17 EFl1 I天 /明褐灰 。
81 5101 7 0.19 .D.6 0.4 AFl1l .\f~褐/褐灰
82 5101 7 0.17 1.2 0.7 Al1 褐灰鵠 1 
83 5101 8 0.11 AIII i霊黄 灰 。。 2 
84 5101 8 0.19 0.8 0.6 E[]1 

i皇賞桓hl1整主黄笠壁鐙85 5101 7 0.11 l.l 0.8 Al1 i主黄櫨Ii主 。 2 
86 5101 9 0.06 l.l 0.5 EFIl1 i圭黄櫨li圭黄
87 5I01 B 0.22 0.8 0.5 Arll i葺黄鐙/浅黄信 。
88 5101 7 0.14 0.7 0.5 EFIl2 i皇賞燈Ii主黄櫨 。
89 5101 7 0.08 0.9 0.7 AII に』品、黄燈/にぷいM鐙 布日
90 5101 9 0.14 F日l 室i主主1買鐙/褐灰
91 5101 8 0.11 AI2 鐙Ii長賞樫 布日
92 5101 10 0.14 EFII i長賞燈li主黄燈 布目
93 5101 8 0.08 AI2 i韮黄鐙/黄信 布目
94 5101 10 0.14 EF日l i主黄援Ii皇賞鐙
95 5101 8 0.06 EF日2 浅黄燈Ii主黄燈
96 51Q.I 10 0.19 1.2 0.6 EFIl2 i主黄燈Ii主黄燈
97 51似 7 0.17 l.l 0.6 AIII i呈黄GIにぷい燈
98 5104 7 0.1 1 AII i長黄-IlU浅黄極 。 l ナデムフ
99 5EOl 14 0.08 1.7 0.8 F12 明黄百7筒歪1:黄褐
I∞ 5E02 10 0.11 1.4 0.6 EI12 灰 き白燈
101 5E02 10 0.11 0.8 0.4 EF口l 灰白/灰
102 5E02 9 0.14 0.9 0.7 Al1 i長黄燈/明褐灰
103 5E02 9 0.22 1.2 0.7 EFlI 灰白/灰白
1似 5E02 7 0.11 1.2 0.4 AFlll t主黄鐙/浅黄信 。
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関版 番号 illCRl _griC!L遺構 n径 F長率~高 底部f・/. ?~形 色，凋 (胎土/表情} t由煤 f差合 破片数 備老

105 SE02 9 0.11 1.3 0.8 AIl i長黄信/i長!lH霊
I(あ SE03A 8 0.17 1.4 0.6 EIII 総灰/掲灰
107 SE03A 10 0.11 1.2 0.6 EF日I

塗草主長壁皇主賞室主坐授企G/宣r主と主ぷい，Vt位108 SE03A 10 0.17 1.6 0.7 E12 1貴司宣 I 
lωSE03A 9 0.28 1.7 0.7 A12 
110 SE03A 9 0.14 l.l 0.4 A1l2 黄槌
111 SE03A 9 0.17 E[]I i主黄慣れ長賞鐙 l 
112 SE03A i 0.17 EFll 灰白/灰白
113 SE03A 8 0.14 1.2 0.8 AI2 i長賞百燈/浅黄亙櫨
114 SE03A 12 0.11 0.8 0.4 EI12 灰 /i皇賞 布日

115 SE03A 8 0.08 0.8 0.4 AFll2 i主黄百信/浅賞授
116 SE03A 9 0.11 AEII 灰 /灰白
117 SE03A 8 0.08 0.8 0.5 EFlII i主黄Ii/i主黄燈
118 SE03A 9 0.11 1.2 0.7 EF12 j天白/灰内
119 SE03A 8 0.08 0.9 0.7 EFロ 灰白/灰白
120 SE03A 9 0.17 0.9 0.5 EFll2 i主貨111:/褐灰
121 SE03A 1I 0.11 0.9 0.6 EFロ i皇賞棺1iJ1黄百位 。
122 SE03A 9 0.06 1.0 0.4 Ell2 i呈i量燈/灰
123 SE03B 8 0.19 0.7 0.4 AFU2 灰白/灰白
124 SE03B 8 0.11 1.3 0.6 ElI1 褐灰/i長黄位
125 SE03B 9 0.22 1.4 0.5 EFU2 灰白Ii長持怪
126 SE03B 9 0.11 FUl 灰白/灰白 tコ
127 SE05 8 0.17 1.6 0.5 EFUI 灰白/灰白 。 ナデム 7

128 SE05 9 0.14 1.4 0.7 Al2 i長賞百鐙/浅黄俊 o 
129 SE05 8 0.08 1.3 0.6 E12 j天 /灰白 I 
130 SE05 10 0.14 0.8 0.6 EFII i長黄燈/浅黄燈
131 SE05 9 0.11 E日l 灰II/灰白 I 
132 SE05 1I 0.14 1.4 EF日I i長黄燈/iJ1.1古燈
133 SE05 8 1.67 1.2 0.4 EFI12 灰白/灰白
134 SE05 9 0.11 0.9 0.4 E日2 i呈黄従/灰白
135 SE05 7 0.11 Afll i長貨燈/浅黄.m 布日

136 SE05 8 0.17 1.0 0.6 Alll 
跨総長鐙137 SE05 1I 0.11 1.0 0.8 Al2 I 

138 SE05 10 0.11 0.9 0.6 EF12 灰白/明褐灰 f、
139 SE05 10 0.14 1.3 0.7 EF[2 褐灰/灰褐 。
140 SE05 9 0.08 1.2 0.5 A)]I 明褐J天/にぷい綬
141 SE05 10 0.11 EF12 褐J天/1束尚 。
142 SE05 9 0.11 1.3 0.6 EF[2 浅黄信Ii長賞m 。 2 
143 SE05 7 0.25 AE[I i呈黄燈/i長賞燈 f】 。 I 
144 SE05 8 0.11 l.l 0.5 EFlI2 i主黄ti/i主貨侵 。
145 SE05 8 0.06 EFII i主黄鐙Ii長賞授 C 
146 SKOI 7 0.25 1.3 0.4 AFll2 i呈黄等liJ1黄燈
147 SK02 10 0.08 l.l 0.5 1"1ロ 思褐/~!}，褐
148 SKω 10 0.14 1.4 0.5 EFfIl 灰白/浅謹
149 SK08 10 0.08 FU! 灰白/i呈
150 SKω 8 0.08 l.l 0.5 EFlll i主黄燈Ii主黄径 () ナデム 7

151 SKω 13 0.10 EFII 淡燈/浅賞授
152 SE05 8 0.14 l.l 0.7 AI2 灰白/i皇賞符 o ナデム 7

153 SKIO 10 0.11 1.5 0.6 EFII 灰白/浅黄鐙
IS，I SKII 9 0.11 1.3 0.7 EFII 灰白/1.天白
155 SKll 7 0.21 1.4 0.3 AIlI 灰白/灰白 1 
H渇 SKI[ 8 0.14 1.5 0.4 AFIlI 灰白/i主黄信 .(p白
157 SK 12 8 0.11 FIlI 灰白/灰白 C 
158 SK12 12 0.08 FJ2 浅黄信Ii長黄信
159 SKI2 8 0.11 1.2 0.5 EFfl2 i長黄燈/i圭黄+宣
160 SKI2 7 0.24 1.4 0.7 A12 灰白/1.天白 。
161 SKI2 8 0.1 J 1.7 0.6 AIl 灰向/灰白
162 SKI3 [2 0.08 0.9 0.4 EFU2 灰白/灰白
[63 SKI2 13 0.08 EFロ 灰白/浅黄鐙
[64 SKI3 8 0.08 Aロ 灰白Ii長賞白鐙
165 SK[3 8 0.[5 1.3 0.5 EF日l J天白111<. 布日
[66 SK[3 9 0.08 1.3 0.6 EFl2 :長黄./il灰白
[67 SKl3 10 0.13 1.5 0.6 EF12 灰白II灰白
168 SKI3 10 0.08 1.6 EFロ 灰白/灰白 。
169 SKI3 7 0.19 1.7 0.7 AII 灰白/灰白 。
170 SKI3 10 0.11 1.5 0.5 EFU2 灰白/灰白
171 SKI3 12 0目08 AJ1l 灰白Ii長賞燈
172 SK13 I1 0.07 EF[2 i長賞白鐙/i.主黄燈
173 SKI3 8 0.17 1.5 0.5 All2 灰 /灰白
174 SKI3 8 0.15 1.4 0.5 Alll 灰白/灰白 布日

175 SKI3 8 0.11 1.3 0.7 EF12 t主i町tlUi茸韮歪黄鐙 苦手孔
li6 SKI3 8 0.11 1.3 0.5 All1 灰白li主 (】

177 SKI3 7 0.22 1.9 0.7 AII 灰白/灰白
178 SE05 10 0.13 1.'1 0.7 AIl 灰内/灰白 。 ナデム 7

179 SK22B 7 0.1'1 1.5 0.4 A日l 灰白Ii.長鐙 (】 布日

180 SK22B 13 0.08 EFII 径/橿 1 ナデムフ

181 SK22B 8 0.22 1.3 0.4 EDl i先./ilにぷい俊 1 
182 SK22B 8 0.14 1.4 0.3 FIl2 灰白/灰白
183 SK22B 8 0.06 1.4 0.4 EFJ]I 灰白/燈 1 布日

184 SKI3 8 0.14 1.5 0.6 AI2 灰白/灰白
185 SK 13 12 0.13 EF11 l氏自/灰白 I 布目

Iお SKI4 9 0.08 EFlIl i主黄鐙1m
187 SKI4 10 0.08 EFIl2 淡i主主宣
188 SKII 11 0.08 1.6 0.5 Ell2 i主黄櫨/浅黄鐙 I 
189 SKI4 9 0.11 2.0 0.7 EI2 灰白/灰白
190 SK17 12 0.06 Frl2 灰白/灰白
191 SKI7 8 0.11 1.7 0.8 AEI2 にぷい径/にぷい燈
[92 SK[7 8 0.14 AII !早=絹/灰白 1 
[93 SKli 8 0.15 AJI 廼筒灰/褐灰
19-1 SK17 [[ 0.17 1.8 1.0 Al2 灰 i呈黄鐙
195 SK18A 15 0.08 A12 灰白liJ1貨燈 I 
196 SK21 11 0.07 EFI2 i浅黄燈Ii韮黄m
197 SP01 12 0.08 EFllI 灰白11.天II
198 SFOI 8 0.08 1.6 0.7 A12 i.l1黄燈If長長径
199 SlO4 9 0.08 1.5 0.5 EFl1l i主i電極/灰白 1 
2∞ SE05 10 0.08 EIl2 灰白/にぷい燈 【】

201 SE05 10 0.08 1.6 0.5 EFlll 灰白/灰白
202 SK02 10 0.06 1.7 0.1 EFII2 灰白/灰白 I 
203 SKI3 10 0.10 EFIl 灰白/明褐J天
20.1 SKI3 8 0.10 EFロ 灰白/灰白 布臼

205 SK21 9 0.08 1.4 0.9 EFl2 総灰/褐灰 。
206 A-I 7 0.22 All2 灰白Ii長賞燈 o 2 
207 B-O 8 0.19 1.4 0.4 AUI にぷい径/にぷい{~ n 布U
208 B-O 10 0.07 1.6 0.5 Ell2 i主1Ii侵Ii主黄鐙
2ωB-O 9 0.08 FlIl 灰白/灰白 。
210 B-O 9 0.11 1.4 0.4 EFUI 灰白/灰向 。
211 B-O 9 0.14 AE12・ 灰白/灰白
212 B-I 8 0.08 A12 i主i電極/浅黄燈 ナデムラ
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l元l版 昏号lD(R) grid/iIt憐 口径 F長率 総高腹部J1，[ 器形 色謁 (給上/表肘) t曲j;¥!; 1奮合 般片数 備.iJ-
213 B-I 10 0.04 1.3 0.5 FIT2 灰白/にぷい極 l 
214 B-I 10 0.10 AEll2 灰白/灰白
215 B-l 10 0.08 A12 灰白Ii主黄燈
216 B-l 9 0.07 1.8 0.7 EF12 .ffi/燈 l 
217 B-I 7 0.14 1.0 0.5 A[]I 径/燈 l 
218 B-l 12 0.08 EFl2 灰白/灰白
219 B-l 12 0.08 EF11 灰白Ii受賞授 l 
220 B-I 13 0.11 EF12 明筒百灰/にぷい燈 l 
221 B-I 7 0.22 1.3 0.5 AF112 灰 /灰白
222 B-I 10 0.11 22 0.3 F日l i葉黄.ffili主黄.ffi 。 3 ナデムフ
223 E-O 12 0.11 1.7 0.5 E日i 灰白/灰白
224 E-O 10 0.14 EFlll i主黄燈/にぷい燈
225 E-l 13 0.06 1.5 0.4 EFUl i主fii鐙亙7/にぷい燈 I 
226 E-l 13 0.08 1.3 0.5 EF口I 浅黄 i主主黄位
227 E-I 10 0.14 1.9 0.5 AEll2 浅草黄壁稜t/浅 位

布日
228 E-I 8 0.14 1.8 0.7 A12 浅 にぷい鐙 。
229 E-l 12 0.06 1.7 0.8 EFII 褐灰/灰白
230 E-I 8 0.25 1.1 0.6 A[2 i主黄信/i主武纏
231 E-l 8 0.04 2.0 0.4 AEIlI 

灰浅i明長黄賞百倫7燈灰鐙頁///褐百ii主E灰一b貧t燈燈一232 F-O 8 0.15 1.3 0.5 A112 I 布日
233 F-O 13 0.08 FII2 
234 F-O 9 0.11 FlIl 
235 F-O 7 0.17 A12 i主主白侵/浅fii俊 。
236 F-O 7 0.17 E[1 灰/灰白 。
237 F-l 12 0.11 El2 灰白/灰白
2ヨ8 F-l 7 O.li EFI12 灰白/灰白 。 ナデムフ
239 F-l 11 0.08 EFIl 灰白/浅fii鐙 。
240 F-I 8 0.14 2.0 0.9 A[1 灰白/灰白 布日
241 F-l 7 0.25 1.3 0.4 AFll2 灰白/灰白 。
242 F-l 10 0.07 EF12 灰白/浅員乙鐙

243 F-l 14 0.06 2.0 0.9 EF12 淡赤笹h長賞燈
244 G-O 8 0.07 1.6 0.5 AIl2 灰白/浅草t燈 。
245 G-O 8 0.11 1.4 0.6 EFII i長径/燈
246 G-O 8 0.11 EFlll 灰白/浅黄櫨 ナデムフ
247 G-O 13 0.08 1.0 0.3 EFll2 灰白Ii主黄綬
248 G-O 14 0.10 0.9 0.4 EFIIl 灰白/灰白
249 G-O II 0.11 0.9 0.4 EFI12 褐灰/灰白
250 G-O 9 0.19 FIlI 灰白/灰白 。 ナデムフ
251 G-O 8 0.15 1.5 0.3 AF日l 灰白/灰白 ナデムラ
252 G-O 8 0.14 1.7 0.5 EF口i i呈黄燈/i長賞燈 。。 2 
253 G-O II 0.15 2.0 0.5 AElIl 燈/鐙 。 ナデムフ
254 G-O 8 0.17 1.4 0.5 AE口I 灰白/議室

。。 2 布日
255 G-I 10 0.14 AF日l 灰白/
256 G-O 10 0.08 EF[2 灰白/灰白
257 G-O 7 0.14 FIll 灰白/灰白 。 ナデムフ .布日
258 G-O 9 0.08 1.4 0.9 A12 灰白/灰白 。 ナデム 7

259 G-O 7 0.13 AIl2 灰白/灰白 l 
260 G-O 8 0.13 All 灰白/浅黄信 。 l 
261 G-O 10 0.1 1 1.4 0.7 E12 浅差白樫/灰白
262 G-O 7 0.17 FIlI 灰 /灰向 。 ナデムフ
263 G-O 8 0.17 1.4 0.7 All 灰白/浅黄燈 l 
26-1 G-1 10 0.13 FIT2 灰白/灰白 。
265 G-I 10 0.11 FIll 灰白/灰白 。
266 G-I 12 0.(，1 1.5 0.4 Ell2 灰白1i.l1黄鐙 l ナデムラ
267 G-I 8 0.11 AEII 掲灰/褐灰 布目
268 G-1 9 0.11 1.4 0.5 AF口I 黒褐/黒筒
269 G-I 9 0.17 EFIT2 1主黄後/浅黄燈
270 G-I 10 0.17 日l 浅黄燈/浅黄燈 l 
271 G-I II O.侃 1.4 0.4 Efll 浅黄燈/浅草貧極 。
272 G-1 7 0.22 1.2 0.5 AI12 T主黄筏/浅援
273 G-l 7 0.19 AIl 浅黄燈/i皇賞燈
274 G-1 7 0.14 1.4 0.6 E11 i主貨燈/浅黄極 布目
275 G-1 7 0.14 l.l 0.4 E112 

反黄櫨百7/黄戻百櫨
276 G-I 10 0.08 0.9 0.6 AEI2 1 布日
277 G-] 1I 0.08 A[I I主黄燈/i長員・燈
278 G-I 12 0.08 0.9 0.6 AEll 浅塗1蓋主笠役tlljti責燈
279 G-l 10 0.11 1.3 0.7 EFI2 浅黄信 I 
280 G-I 10 0.08 1.7 1.0 A[1 浅黄燈/浅黄権
281 G-I 10 0.08 AII 浅i白皇燈Ii長賞程
282 H-O 13 0.06 0.8 OA FUI 灰/灰白 。 2 
2お H-O 9 0.14 1.2 0.6 EF[I 浅黄.ffi/浅貨燈 1 
284 H-O 9 0.08 0.9 0.5 F口l 灰白/灰白
285 H-O 10 0.14 1.1 0.6 AEll 浅黄信Ii主1i.鐙
286 H-O 9 0.08 1.4 0.6 AEl1 浅黄信/iJ1黄鐙 。
287 H-O 6 0.28 1.4 0.6 A11 浅黄樫/浅草黄燈 布日
288 H-O 9 0.06 l.l 0.6 EF11 浅黄信Ii長径 I 
289 H-O 8 0.17 1.4 0.5 AEl1 浅黄燈/i長黄燈
2卯 H-O 7 0.22 1.3 0.7 AE11 浅黄櫨/i長黄燈 。 布日
291 H-O 11 0.06 EF[2 浅黄権Ii主主H霊
292 H-O 9 0ω 1.3 1.0 FII 浅黄信Ii主貨促
293 1-1-1 .1 1 0.08 1.4 0.5 ElIl 浅黄燈Ii長黄燈 布日
2似 IH 10 0.03 1.5 0.5 AFl2 灰白/灰白 I 
295 H-1 10 0.08 1.3 0.6 AEIl 灰白/灰白
296 H-I 7 0.17 1.2 0.5 E日l にぷい橿h主tl位
297 H-l 7 0.19 1.'1 0.6 AE12 i韮黄信/浅草t侵 。
298 H-1 10 0.06 1.1 0.6 EFl11 t呈賞
299 H-I 8 0.17 1.6 。.6 AEl2 明褐
3∞ H-I 8 0.11 All 鐙 I 布日
301 H-I 9 0.08 0.9 0.7 AEロ
302 H-I 9 0.08 1.2 0.8 Al1 灰白 。
303 H-1 II 0.11 IA 0.5 FIll 灰白/灰白
304 H-I 8 0.06 l.l 0.5 AEfl2 褐灰/fJ1:1立鐙
305 H-I 11 0.11 l.l 0.7 EFlII 浅茎貧笠極t/浅黄極
306 H-I 7 0.17 0.8 0.6 FI2 I韮 1長i竜燈 。
307 H-I 10 0.11 FITl 浅草賞壁鐙L/i呈貨燈

。 ナデム 7

308 H-I 10 0.08 1.2 0.9 AEIl 1支 I皇賞後 i 
3ωH-I 9 0.08 l.l 0.5 EFll1 浅黄燈/iJ1黄信 l 
310 トトl II 0.08 1.1 0.6 EFll 明褐灰Ii茸黄信
311 H-l 11 0.06 1.2 0.7 AE12 灰白/灰白 。 I 
312 H-l 10 0.11 1.2 0.5 EF口I I皇賞鐙/i茸賞極
313 H-l 9 0.08 1.0 。.5 EFUl 灰白/灰白
314 H-l 9 0.06 1.6 0.6 EFl2 浅jft鐙/明縄灰
315 H-l 8 0.11 0.9 0.7 FIl 灰白/灰白 布目
316 H-1 9 0.11 lA 0.9 A12 i主賞後Ii主黄燈
317 H-1 11 0.14 0.9 0.8 Fll i呈釜白燈/i呈黄鐙 布目
318 1-1 12 0.11 1.1 0.6 Fロ 灰 /灰白 。
319 I-l 7 0.22 1.3 0.9 All i主賞百燈/黄燈 。 布日
320 1-1 9 0.08 1.6 0.9 AEII 灰 /にぷい黄侵
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図版 番号 ID(R) grid/遺構 口径 残率 器高底部厚 器形 色調 (胎土/表層) r由煤 接合 破片数 備考
321 1-1 7 0.25 1.1 0.6 AII 浅黄鐙/賞後 。
322 ]-1 10 0.19 1.6 0.6 F"1I i韮黄櫨/i量賞極 。。 2 
323 J-I 9 0.14 1.2 0.6 AF"1l i主黄自/糧灰Ii主黄極
324 1-] 9 0.]7 1.3 0.7 A12 灰白 布日
325 1-1 9 0.11 0.9 0.6 E日I 灰白/i主賞糧 。 2 
326 1-1 10 0.11 0.9 0.4 AF"口l i主主百t7鐙戻Ii圭賞授
327 J-] 10 0.14 0.9 0.6 E[2 J天灰白 布日
328 I-l 13 o.ω F日l

灰浅白/電宣灰/貧白鐙
329 1-1 10 0.11 0.8 0.5 F"lII 。 ナデムラ
330 J-I 10 0.06 0.9 0.5 EFIT2 灰白t/盆灰差白極 I 
331 ]-] II 0.08 0.9 0.6 EF"II 灰白
332 1-] 8 0.17 1.3 0.8 AEII i長賞極Ii量黄怪
333 SK 13 17 0.11 AF"口l 灰白/明褐灰 。 I 
334 SK13 9 0.08 1.7 0.8 EI] 灰白Ii受賞鐙

I 2JLd[ 2?C〆 b〆」ノ
Ld (1) 器開

1 1 1 2 II1 

zグ乙グ~ク戸グ
ごタク (2) 成形(底部厚)分類

挿図3 土師器皿の分類
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表3 中世陶磁器属性表
図版番号 ro(B)Rrid/遺構 分類1分類2 器形 口径 残'f 底径 残率 胎土色/粕薬 緩合破片歎備考 時期

15 24 1 トl 白磁 D群 m 12 0.13 白/透明利 5 下半露飴 15c 
2 SIOl上 白磁 D群 皿 10 0.22 白/透明報i 底部露飴 15c 
3 SK12 白滋 EH宇一 端反皿 13 0.08 白/透明利 16c 
4 SK13 白磁 D群 皿 10 0.17 白/透明粕 下半露胎 15c 
5 SKl4 白磁 D群 凹 12 0.08 白/透明粕 15c 
6 H-O 白磁 D群 回 12 0.08 白/透明粕 15c 

15 27 7 SP39 白槌 D群 皿 4 L∞ 白/透明粕 底部膏s分館飴 15c 
8 SK19 白磁 D群 凹 4 0.25 白/透明粕 I 高台削ぎ，見込目痕 15c 
9 H-I 白磁 D群 凹 灰白/透明粕 2 
10 G-1 白磁 D群 m 自/透明利i 容lれロリタ ッチ

11 G-1 白縫 D群 皿 4 7.∞ 白/透明粕 高台育IJぎ 15c 
12 G-I 白磁 王室? 白/透明粕 ロ縁端面面取 り

15 26 13 F-1 白磁 D群 稜肌 14 0.08 自/透明利l 口縁端面体部面取り 15c 
14 F-1 自銭 蓋 5 0.14 自/透明粕

合高石子?商ぎ.見込目痕15 28 15 G-1 白磁 D群 皿 4 1.∞ 白/透明粕 15c 
15 25 16 G-1 白磁 D苦手 皿 9 0.19 白/透明利l 2 15c 

17 H-I 白磁 N宇 m 4 0.44 自/透明利l
18 1-1 白磁 D群 日l 4 0.19 灰白/透明納 見込目痕 15c 
19 H-O 白磁 DR宇 m 白/透明粕

15 29 20 SE05 育花 血 J 0.33 灰白/透明粕 見込十字花文:外国唐草文

21 A-O 育イE m 灰白/透明紬 1 外商底草文

15 30 22 H-I 青イE m 4 0.5 白/透明利
外百夜面唐丙Jj.文互文E;i事重接豆ぎ互

23 F-O/SK 13 背花 皿 14 0.14 白/透明糊 2 
24 H-O 

宣青韮磁 斑泉窯系盤皿
白/透明粕 外商唐商草

15 37 25 SE04 34 0.06 18 0.22 灰/青磁粕7.5GY7/1 器高5.5cm;輪花，鏑，見込印花文 15c後
15 34 26 F-1 背徳商泉窯系腕 5 1.∞ 灰/青磁粕7.5GY7/1 ] 見込印イE文 ，底部露胎

27 F-1 
干す磁 飽泉3露呈Fで茸r-ミ 碗

6 0.28 灰/青磁糊5GY7I1
28 F-I 青磁稲泉黛 焼 18 0.06 灰/青般利7.5GY7/1 1 外商線刻蓮弁文 15c末-16c初
29 F-1 背磁穏泉窯 綾皿 15 0.06 灰/背磁粕7.5Y6/3 輪花，内面劃花文 15c後
30 H-O 青磁龍泉窯系碗 6 

0.5 灰/昼/青青整磁磁型紬紬7.5Y6/2
見込印花文，底部露胎，事jれ口リタ ァ千

31 H-O 青磁飽泉窯系ホ- 端反椀 灰 2.5GY7/1 14c1査
15 33 32 G-O 宵一銭穏泉窯 端反腕 16 0.06 灰 2.5GY7/1 内面印花文 14c後

33 G-O 青磁青E泉~系綾血 12 0.06 灰/i'r鍛紬7.5GY7/1 輸花 15c後
34 G-O 青磁樋泉7翼系綾血 12 0.08 灰/青磁紬7.5Y612 輪イE 15c後
35 SKI3 青磁 箔泉窯系ホー' 碗 18 0.06 灰白/背磁柏7.5GY7I1 I 外商雷文 14c末
36 E-I 青磁龍泉蛮 端反碗 12 0.11 灰白/青磁紬7.5Y7/3 14c後
37 SK12 青磁龍泉窯丞系 碗 5 0.22 灰白/背磁秘10Y6/2 I 
38 SE03A 青磁龍泉窯 端反碗 16 0.06 灰白/青磁織7.5GY7/1 14c1& 
39 SE03A 青 磁 能 泉 窯 系 端 反 腕 灰/青磁粕7.5GY7/1 I 14c後
40 G-I 青磁龍長l窯 系 碗 6 0.22 灰白/青磁紬7.5GY7I1 I 外面線刻謹弁文 15c末-16c初
41 H-1 青磁龍泉窯系碗 14 0.06 灰白/青磁粕10Y612 I 外商古文 14c末
42 H-I 青磁穏泉?曙系綾皿 15 0.08 灰/青磁粕7.5GY7/1 I 車高花

I1 E5E後菜-16c 初43 H-I 議能泉窯系碗 13 O.ω 灰/青磁粕7.5Y6/1 外商線車IJ蓮弁文

44 F-O 
龍泉窯系2河τ句~ー、碗

12 0.06 灰L/宜?磁粕10Y612 l 外面線車IJ謹弁文 15cAミ-16c初
45 F-O 育館能泉窯 綾血 13 0.06 灰 磁平曲IOY6/2 輪花 15c後

15 31 46 SK13 青磁骨li泉台車 碗 16 0.06 灰白/青磁申b7.5GY7/1 1 外語面花片彫連弁文 14c末
47 SK12 n-li韮龍泉?繋系稜血 14 0.06 灰/7.5YR6/4 l 15c後
48 SE02 青磁龍泉窯系τ*綾皿 16 0.08 灰/7.5YR6/4 輪花

1lZ5Ec菜後
49 SIOI 青磁龍泉窯 腕 14 0.06 灰白/青磁紬10Y612 1 外商雷文王
関 F-O 青磁龍泉窯系碗 13 0.06 灰白/青磁糊7.5GY7/1 外商福・ 14c末
51 G-O 青磁能泉~系綬血 灰/青磁馳IOY6/2 輪fE 15c後
52 H-I 青磁龍泉窯系竣皿 灰/青般利17.5GY6/1 給イE 15c後
日 SE02 青磁青E泉窯系碗 13 0.06 灰白/青磁唱h5Y6/3 2 外商線刻蓮弁文 15c末-16c初
511 F-1 青磁飽泉窯系碗 6 0.33 灰白/背磁紬7.5GY7/1 底部露胎

15 35 55 SE02 l!f磁百世泉窯系綾血 15 0.14 灰/青磁秘5GY6/1 。2 輪花;内面劃花文 15c後
15 36 56 SE02 青磁 飽泉窯系芸稜高皿一 13 0.17 灰/青磁利110Y512 。2 

給外底イ亙部E亙露;内霊胎面歪倒亙イE文
15c後

15 32 57 F-0/SK12 青 磁 飽 泉 窯 13 0.48 灰/青磁利17.5GY6/1 6. 3 15c末-16c初
58 H-O 背E霊能泉'理系碗 灰/青儀紬10Y612 I 
59 G-O 青磁 能泉窯差丞系 碗 10 0.06 灰白/青磁紬IOY612 外面線主IJ蓮弁文 15c末-16c初
60 F-I 青E豊能:JiU聖碗 灰白/脊磁粕IOY612
61 G-0/SE05 -ff磁龍泉窯 碗 6 0.31 灰白/青磁紬10Y712 3 
62 SI04:SE03A背滋 龍泉窯丞Z系ー~ 碗 灰灰/白青/青磁納磁5勅G5YG7Y/6111 

。2 
63 H-1 青 磁 能 良 窯 稜皿 14 0.08 l 輸花 15c後
64 ]-0 青 磁 龍 泉 実 碗 12 0.11 灰/青磁粕7.5GY7/1 。4 
65 G-O 三fli霊能泉'宅系碗 6 0.36 灰白m磁粕2.5GY6/1 2 
66 SE03A 青磁飽泉:実系系 腕 灰/青確稀2.5GY7/1 l 
67 SE03A 青磁箆泉窯 椀 灰白/青磁紬7.5GY7/1
68 ]-0 青磁飽泉窯系碗 灰白/i'f磁紬2.5GY7/1 l 

外外面部制線刻花文蓮勺弁文
69 G-1 ~f磁 能泉:窯系斤-ミ 碗 灰白/青磁利17.5GY7/1 15c末-16c初
70 SK12 青 磁 龍 泉 窯 椀 灰白/青磁糊2.5GY7/1 外部緩~J謹弁文 15c末-16c初
71 SKI2 青磁能泉!繋系腕 灰白/i'f般利2.5Y6/3 l 
72 SIOI上 Tf磁 古E泉窯系墨系 腕 l天/青磁納10Y512 外面線刻蓮弁文 15c末-16c初
73 G-I 青 磁 箆 泉 窯 碗 灰白/青磁紬IOY6/2 外面劃花文ヲ

74 SE03A 手f磁自E泉窯腕 灰白/i'f磁秘2.5GY7/1
75 G-O i'fli珪穏泉窯系碗 l天/青磁利17.5Y5/3
76 G-O 青磁 ftU泉窯系腕 灰白/青磁勧IOY6/2 外面倒花文ラ

77 G-O 青磁能泉~系骨量 灰白/宵般軸7.5Y5/3 外面劃イE文9

78 H-O 1守磁能泉7禁系碗 灰/i'f磁制JlOY612
79 H-O 

青磁龍五t黛系t互z望np z i 碗
灰/青磁利JIOY612

80 H-O 青磁 ffil泉窯 碗 灰/白磁秘IOY612 外面線事IJ漣弁文 15c末-16c初
81 H-O 青磁能泉烹 碗 灰Ii'f磁利lJOY612
82 H-O 青磁龍泉'宅系碗 灰/青磁私IOY6/2 外商線刻遁弁文 15c末-16c初
83 H-O ，!f磁龍泉窯京系碗 灰/青位継10Y612 l 
84 SK17 1'f磁飽泉烹 腕 灰/青磁粕10Y612
85 SK17 青磁龍泉7繋系碗 灰/青磁粕IOY612
86 SE05 青磁龍泉窯系豆 盤ヲ 灰白/青磁紬I.5Y6/3
87 SE05 jtf磁飽泉:繋碗 灰/青磁粕JOY7/1
88 SI01 青磁飽泉m系腕 灰白/青銭紬I.5Y6/3 内面印花文

89 H-I 育協 寵泉窯で糸系". 院 灰/青磁粕7.5GY6/1 外商線刻蓮弁文 15c末ー16c初
ω B-1 ~ffi豊穂泉'常 碗 灰白/青磁紬IOYR7I6 外面線刻越弁文 15c末-16c初
91 SE05 青磁能泉~系碗 16 0.06 灰白/~磁粕7.5GY7/ 1 I 
92 SE05 :J:.T飽箆泉窯系碗

灰向/藍陸青軍磁韮由7柑E.157EY.56G/Y2 7/l 93 SK22A 手f健施泉'索系Fー~、 綾皿 17 0.06 灰/背 輪花，内商劉花文 15c後
94 H-I 背般龍五L窯 続 灰/青 1 外面雷文? 14c末
95 F-1 -Iof儲蹴泉窯系碗 灰/背磁利JIOY6/2
96 SE03B 青磁 飽泉合事系7{ミ 描反碗 15 0.03 灰白/青磁稀7.5Y5/3 14c後
97 ]-1 青磁髄泉窯 端反碗

灰灰/白青/磁青磁粕7粕5lYO5Y/6312 14c後
98 ]-1 

青磁 飽泉19.;丞墨FマTgミ 碗
15c末-16c初

99 G-1 青磁穏五p草 椀 17 0.03 灰/青儀粕JOY5/2 外国線刻l選1弁文 15c末-16c1OJJ
1∞ H-I 白 磁 龍 泉 禦 碗 12 0.06 灰白/苛磁粕I.5GY6/1 外ilii線1i1J選弁文

15 38 10 1 H -0/SE05 粉庁 朝朝鮮鮮系系 碗 10 0.28 4 0.61 灰白/透明粕 。3 器商3.5cm:高台.見込胎土日痕，底部兜巾，刷毛13;象J(;;
102 H-O 粉青 碗 12 。ω 灰白/透明粕 刷E日 16c前

15 41 103 SKI2 瀬戸 瀬戸美濃端反皿 6 l∞ 灰/灰軸7.5Y6/3 見込印花文 16c前
104 SK12 瀬戸瀬戸美i轟端反1m 6 0.22 灰白/灰粕7.5Y7/3 見込印花文 16c前
105 SK12 瀬戸瀬戸美i轟丸[皿? 18 0.03 灰白/灰納7.5Y7/3 15cl，後主
IC施 SKI2 瀬戸古瀬戸 大血 28 0.06 灰白/灰紬5Y712 14df-15c 
107 SKω 瀬戸古瀬戸 大I皿? 10 0.17 灰白/灰紬5Y7/4 I 底部露給

15 39 108 SE03A 瀬戸 小皿 5 l∞ 灰白 4由薬な し 16c前
109 SK12 瀬戸 i轟 端 反 皿 12 0.14 灰白/灰紬5YI/3
110 SKI2 瀬戸古瀬戸? 手続? 灰白/灰紬5Y7/3 底部露胎 16c前
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l司版番号lD(BJ耳rid/遺構 分級l分li'i2 2量形 口径 残2事 I在1圭 残率 』台上色/粕薬 縫合破片政備考 時期
111 SKI2 瀬戸瀬戸~i，贋小田l 11 0.06 灰白/1天紬5Y7/3

15 40 112 1-1 瀬戸瀬戸 ~i轟小皿 10 0.14 6 0.50 灰白/灰勅IOY7/2 底部見込露胎 16c而I
113 1-1 瀬 戸 占 瀬 戸 緒反碗? 4 0.50 灰白/灰利l 15c後
114 F-I 瀬 戸 占 瀬 戸 予碗 6 0.31 灰白/灰紬5Y7/3 鮎7Jj台 14c前
115 F-I 瀬戸瀬戸支i轟端反m 6 0.17 灰白/灰利15Y7/4 l 16c前
116 F-I 瀬戸瀬戸 Jei睡端反続? 灰白/灰紬5Y7/4 15c 後玉
117 F-I 瀬戸瀬戸1I;i，轟端反皿 12 0.08 灰白/灰勅5Y7/3 15c 
118 H-O 瀬戸占瀬戸9 小m 5 0.17 浅黄百京鐙/灰高百紬5UY4Z/4 15c後

16 47 119 SIOI 瀬 戸 占 瀬 戸 卸皿 16 0.06 灰粕 15c 後玉
120 S101 瀬戸瀬戸美i農小m 12 0.06 灰白/灰紬5Y6/1 15c 

16 48 121 H-O 瀬 戸 市 瀬 戸 平腕 5 1.∞ 灰/灰紬IOY612 15c前
122 H-O 瀬 戸 内 瀬 戸 小皿 14 。.06 灰白/1.天平曲7.5Y6/3 15c前
123 H-O 瀬 戸 古 瀬 戸 袴腰形香炉 灰t白亙/盈灰7.5Y6/3 内面無紬 15c前
124 G-I 瀬}1 古瀬戸 手碗 7 0.25 灰袖7.5Y6/3 底部見込露胎 15cliii 
125 G-l 瀬 戸 市 瀬 戸 大皿 灰白/灰紬5Y6/'1 14c後九15c 
126 G-I 瀬戸占瀬戸? 小l皿 7 0.17 I束白
127 G-I 瀬戸瀬戸11;1膿端反皿? 灰白/灰紬7.5Y5/3 実道具i在者痕 16cljil 
128 G-I 瀬μ 瀬μ Jei，轟端反nn 13 0.08 灰白/灰純5Y7/3 16cljiJ 
129 G-I 瀬戸占瀬戸 小皿 9 0.06 灰白/灰粕5Y6/3 底部露胎 15c 
130 F-O 瀬戸瀬戸美濃小皿 10 0.11 灰/灰紬5Y5/.1 16cIIIl 
131 F-O 瀬戸瀬戸~I，轟縞反肌 10 0.08 灰白/1:天紬5Y712 15c 
132 F-O 瀬}1 占瀬戸 大皿ワ 灰白/1.天軸5Y6/4 14c後、15c
133 E-O 瀬戸 瀬戸美濃9端反阻9 灰白/灰糊5Y7/3
134 E-I 瀬fl 占瀬戸? 壷 灰白/灰袖5Y6/3 o 2 内面焼紬
135 E-I 瀬戸瀬戸11;1轟)Lp施。 f 0.28 灰白/灰紬5Y5/4 16c前
136 1-0 瀬戸 古瀬戸9 蛮 灰白/灰柚5Y6/3 内面無紬
137 H-I 瀬戸瀬戸JM唾筒形碗ヲ 6 0.28 灰白/1天紬7.5Y6/3 底部露胎 16cl，長
138 H-I 瀬 戸 市 瀬 戸 卸m 8 。ω 灰/灰袖7.5Y5/3 15cl主
139 H-I 瀬 戸 古 瀬 戸 折縁大皿 31 。ω 灰/灰柚5Y6/3 15c後
140 H-I 瀬μ 占瀬戸 小皿 灰白/1天紬5Y6/3 15c 
141 H-I 瀬戸 古瀬戸9 ・者 灰白/灰納5Y6/3 内商蕪紬 15c 

15 44 142 G-O 瀬fl 古瀬戸 合子益 4.5 0.47 J天/灰紬5Y5/4 13c? 
143 SE05 瀬戸 11j瀬P? .~ 灰/1.天南n7.5Y6/3 内面無粕
144 SE02 瀬 戸 市 瀬 戸 大肌 灰白/灰利15Y712 l 15c後
145 S}例 瀬戸古瀬戸ワ 大皿 灰白/灰納5Y6/3 内面経粕
146 SEか1 瀬戸市瀬戸ヲを 灰白/灰輸7.5Y6/3 I 内面接袖
117 G-O 瀬}I 古瀬戸? 査? 灰白/灰i柏5Y6/3 内面禁紬
148 G-I 瀬戸古瀬ドヲ 卸阻 7 0.17 灰/灰粕7.5Y6/3
149 G-O 瀬 戸 古 瀬 戸9 造 灰向/灰袖5Y6/4 内面禁袖

15 45 150 G-O 瀬戸 占瀬戸 箆大腰形香炉 10 0.11 灰白/灰紬5Y6/3 15c前
16 50 151 SKI3 瀬 戸 古 瀬 戸 IIIl 22 0.06 灰白/灰袖IOY712 l 15cl，後t 

152 SE05 瀬 戸 占 瀬 戸 大皿 灰白/灰袖5Y6/3 14c1f-l5c 
時3 G-O;G-I;F-I 瀬戸古瀬戸 手続 7 0.17 灰白/灰袖7.5Y712 4 14cliil 
154 SKOI 瀬戸古瀬戸 大肌 18 0.06 灰/1反執5Y6/3 二脚 15c 
155 SE03B 瀬 戸 内 瀬 戸 大皿 22 O.ω 灰白/1天袖5Yi'4 14c後

16 49 156 SE03B 瀬 戸 肯 瀬 戸 折縁皿 28 0.03 灰白/1天柚5Y7I3 I 15c後
157 SE03B 瀬戸古瀬戸? 査 灰白/1天柚IOY612 内面無紬
158 SE03A 瀬}_I 占瀬戸? 蛍 灰白/灰紬5Y7/3 内面経秘

15 46 159 SE03A 瀬 戸 占 瀬 戸 袴腰形香炉 10 0.11 灰 II/I.未納7.5Y7/3 15c後
160 SE03A 瀬 戸 占 瀬 戸 瓶子? 4 0.39 j天白/1:Allh5Y7I4 内面無手由 15c後
161 SE03A 瀬 戸 内 瀬 戸 大血 16 0.06 灰内/灰紬5Y6/4 15ciItl 
162 SEOI 瀬戸占瀬戸 筒形香炉 6 0.17 !天/灰紬IOY6/1 15c 
163 1-1 構iP 占瀬戸? 茶室? 24 0.06 灰白/鉄総IOYR3/1
164 F-I 瀬戸 占瀬戸? 茶道? 20 0.06 灰白/鉄紬IOYR312
165 G-O 瀬戸 占瀬戸9 存炉ワ 灰白/鉄勅5YR3/4
166 SIOI t 瀬戸 占瀬戸? 苔炉ヲ 灰/鉄秘IOYR3/4
167 SE02 天日 市瀬戸ヲ 茶碗 13 0.06 灰/!甲=粕IOYR2/3

16 53 168 SEωA 天 ，-，占瀬戸 茶碗 4 0.50 灰白/黒紬IOYRI.7/1 I 底部露胎 14c前
169 E-I 天 日 古 瀬 戸 茶碗 4 0.03 灰白/祭袖IOYR1.7/1 15c、

16 51 170 G-O 天口 市瀬戸ワ 茶碗 12 0.11 灰白/黒柏10YRl.i/1
16 52 171 [-1 天日 占瀬戸ワ 茶碗 9 0.17 灰/黒獄7.5YRI/.7/1

172 SE02 天日 占瀬戸ヲ 茶碗 8 0.08 灰白/県紬7.5YR2/3
16 56 173 [-1 天日 市瀬戸ワ 茶入 灰白/男紬IOYRl.71l

174 H-O 天日 古瀬戸ワ 茶入 8 0.08 j天向/:込紬7.5YR3/4
175 G-I 天日 占瀬戸? 茶碗ヲ 11<.白/県柏7.5YR4/4

16 55 176 H-I 天口 占瀬戸ヲ 茶入 5 0.14 灰/忠利10YR212
16 54 1i7 H-I 天 口 占 瀬 戸 茶碗 6 0.25 灰白/忠利ilOYR2/1 1 底部露胎 15c-

178 H-I 天日 占瀬戸? 茶碗 灰白/黒紬IOYR3/4
179 H-I 天日 市瀬戸ワ 茶碗 灰白/県柏IOYR212
180 G-I 天n 古瀬戸? 茶碗 灰白/恩納7.5YR3/3
181 G-O 天日 古瀬戸? 茶碗 明掲灰/県紬7.5YR2/1 l 
182 G-I 天口 古瀬戸。 茶碗 明褐灰/県柏I.5YR3/3
183 F-I 天日 古瀬戸9 茶碗 灰白I!嘉納IOYR21l
184 B-O 天口古瀬戸ヲ 茶碗 11 。ω にぷい符/.'H紬7.5YR3/3

15 43 185 SKI2 志野瀬戸美渡裕皿 12 0.14 4 0.42 灰白/志野袖2.5)'8/1 底部¥1&胎
186 H-O "野瀬戸美波丸血 12 0.06 灰白/志野袖2.5Y8/1 鉄絵
187 [-0 ぶ野瀬戸jをi理 小作 3 0.47 灰白/志野手由5Y8/1 底高官露胎

15 42 188 H-O 瀬戸館中瀬戸内禿皿 7 0.42 にぷい位/鉄粕5YR2I3 見込印花文底;問IJり向台
189 F-O;G-O 瀬戸 盤中瀬戸ワ 小皿 7 0.39 にぷい赤鰯/銀、利12.5Y2I2 回転糸切り

CIJ に」ノ ¥J7 ¥半/

小皿 丸皿

¥ ドづ〆 ¥、こと〆 ¥占ノ ¥ Lノ」斗J
挿図4 陶磁器碗皿類の主要器形分類(本報告)
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表4 近世陶磁器属性表
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表5 妬器属性表
図版番号 ID(Y) 町 id/遺構 分額it.f系l 分類2 器形 nl壬 9長率 底径 残率 1京体宮、皮(/cm) 色調 (胎土/表府) 接合 破片数 備考 時期
17 75 SFOl ;SK08;SKI9釜 館前聾 30 L∞ 灰/にぷL‘燈 。 12 
18 80 2 SK17 益法系 越前歪 20 0.32 同灰/褐灰
17 74 3 SIOI 受~~系7ホ 越前斐 48 。ーII 褐灰/にぷい褐 14c;1Il 

4 SEOI 姿器 怠前 褐灰/にぷい筒 14c;1Il 
5 SK05 姿務丞ホ- 占豊前 褐灰/にぷい褐 14c;1Il 
6 A-O 姿器 鐙前 掲灰/1こぶい渦 14c:ll1 
7 SK18A 室釜2量系 主主前 浅貨燈/赤 1 
8 G-O 器系~ 主主前 i長賞燈/赤

9 SEOl ~~苦 泣前 侵/明赤褐
10 E-l ~?苦系 越前 径/1狗赤褐
11 F-l ~器系菜 也前 絹灰/赤
12 SK12 室釜2量 感前 筒灰/灰赤

13 G-1 器系 越前 灰白/赤 l 
14 SK12 姿喜it.f系豆 館前 に~1"、褐/燈

15 F-l 姿 越前 にぷい褐/鐙

16 SI04 ~音審寺豆系 越前 盟筒l天/赤褐
17 H-O 発 起前 灰/赤褐 。 4 
18 H-l 3主総系 起前 筒灰/ff音赤lfJ 2 
19 F-I 姿~τ糸系". 鐙前

盟盗径E塁/日音L直蓋赤灰20 G-O 3益法 健前
21 E-l 釜務系 盆前 2 
22 SIOI ヨE器審烹系 鐙前 褐灰/赤褐
23 SE02 姿 占星前 蕊褐灰/U音赤禍
24 A-O 姿務系 起前 灰/赤褐 I 
25 B-J 委器系菜 健前 褐灰/赤褐

26 SE05 
室姿斐器 包前

褐灰/にぷい赤褐 15c;IV 
27 SK1'1 器系 占豊前 褐灰/にぷい赤褐 15c;IV 

18 76 28 G-O 器系烹 怠前 奏 25 0.06 褐J天/褐灰
29 H-J 受詩 書2前 褐!正/黒褐
30 E-J ヨ主務系 起前 褐灰/ffl}赤褐
31 SE05 

妥結系A;打司~ミ 館前
灰褐/褐灰 2 

32 SK17 主主終 盤前壷 渇灰/1積赤褐 J5c;IV 
18 78 33 SE02 34 0.06 明褐灰/褐灰 J5c;TV 
18 79 34 G-l 

語系茎系 健前 蔓
18 0.14 褐灰/11音赤褐

35 G-O 主主持 館前 15 0.22 総灰/にぷい尚
36 F-l 益器 館前蔓 24 0.14 にぷい褐/にぷい赤褐

37 SKI3 主主器系 健前 褐灰/燈
38 G-O 受器系 主主前 受 26 0.22 裕灰/燈

39 S101 益器系 越前 灰オリープ/黒褐
40 F-O 

委設堅持系系 泣前
褐灰/灰

4J H-D/SEωA 姿 健前査 13 0.25 浅黄鐙/にぷい赤禍 。 2 
J8 77 42 SK22B 受 越前斐 32 0.11 明筒灰/1束渇 14c:llJ 

43 1-1 姿器吾豆系 鐙前 にぷい褐/侮灰 。 3 
44 SK05 姿 也前室斐 貨灰/にぷい鐙

45 SI04 受掠系 盆前 黄灰/にぶい極

46 G-O 釜得系τ~ 健前 喜望 黄灰/にぷL、極

47 S101 ヨ主総 占霊前 黄灰ーにぷい燈/償 4 
48 SK14 姿t苦系 館前蔓 灰白/日音赤渇 押印
49 G-O:G-l ヨE器系 館前 整重 灰白/U音赤褐 。 2 自然利i
50 SE05 姿2器系 館前 32 0.17 掲灰/1束赤
51 SKll ヨ~~i系越前斐 29 0.17 担当灰/黒渇
52 G-1 ~器系菜 館前 蔓 33 0.11 

6こ襲警

l 
53 G-I 姿務 経前 3璽 28 0.11 

褐褐褐l三 こぶい黄燈与1 S101 姿~i系 主主前蔓 3-l 0.11 。 3 
55 SI04 ヨを器系 館前 l 
56 G-O 姿務系菜 越前
57 G-O 室ヨを ~i 健前 褐灰/にぶい鐙 。 2 
58 SK12 ~i系越前 5 0.14 相自灰/灰

59 SEωA 受器系τ~ 越前 褐灰/11書赤褐 15c;TV 
60 SK13 ヨ主器 越前査 褐灰/黒褐 15c:TV? 
61 E-1 きを誇系 越前 斐 23 0.11 灰黄/にぷい褐 15c:IV? 
62 SE03A きを器系古訟系T 越前 斐 絡灰/灰黄褐 I 15c;IV 
63 SE05 妥結 越前受 35 0.08 褐灰/褐灰 15c;fV 
臼 E-1 ヨE器 越前

褐に灰ぷ/い百音黄赤信褐/策総
16c;V 

65 F-0;1-1/SK20 釜器系 越前愛 。 3 自然粕
66 1-1 ヨE器系 越前 18灰/にぷい鐙

67 1-1 ヨを器系 主E前 褐灰/黒褐
68 1-1 益課系 越前 筒灰/にぷい鐙 1 
69 1-1 

査器系茎系 越前
灰白/褐灰

70 1-1 姿器 越前 褐灰/黒褐
il 1-1 ヨ主総 量E前 渇灰/暗赤渇
72 ]-1 姿骨量系 也前 尚灰/明褐灰

73 E-1 釜2号系 館前 iJi黄櫨/鐙
74 E-I きを務系 』霊前 褐灰/オリープ灰 自然紬
75 G-O 姿器系 也前 燈/明赤褐

76 G-O ヨを器系 也前 ト島灰/赤褐 自然紬
77 G-O 釜器審京系 縫前 褐灰/U音赤褐
78 G-O 受 盤前 褐灰/8晋赤禍 自妹柑l
79 G-] 受2器系 占星前 褐J夫/日音赤筒
80 G-l 主歪主総系 盆前 黄灰/にぷい赤褐 l 
81 G-I ~~菜系 館前 褐灰/赤褐 l 
82 G-l 室愛器 産主前 褐灰/にぷい赤褐 押印
83 G-] 器系 占豊前 褐灰/灰オリープ 自然紬
84 G-1 主主器系三ホT 也前 ~褐/にぷい鐙
85 G-1 ~~書 館前 灰/にぷい燈

86 G-1 受給系 主主前 にぷい橿/褐灰 I 
87 SK12 釜器系 鐙前 にぷし、極/に.m¥..、赤褐 l 
88 SK12 褐灰/赤褐

89 SK12 益器 越前 灰/日音灰

90 SKI2 ~持越RII 灰/Bi}赤褐
91 H-1 主主笠務丞系 』豊前 持品j天/にぷい俊
92 H-l 主主 越前 褐灰/赤褐

93 H-I 
主主骨亙器量系系 館前 褐亙/暗4にぷい燈

。 2 
94 H-I 姿 館前 灰 赤 褐 l 
95 SE05 発 健前 灰/にぷい鐙

96 SE05 査器系 鐙前 灰/暗灰

97 SE05 釜器系で糸7 越前 褐灰/に』品、鐙 I 
98 SK13 姿器 走塁前 褐灰/ff苫赤禍

99 SKJ3 受経系 組前 にS~、極/褐灰 l 
l∞ SE03B 姿務系 鐙前 程/筒灰 l 
101 SE05 姿器系三~ 主E前 掲灰/思褐

102 SKJ4 委it.f 占霊前 にぷい筏/褐灰

103 SK14 姿昔器系 也前 褐灰/赤褐 l 押印
104 A-I 

姿韮笠器審丞豆是系 也前

褐灰/8音背灰

105 SK09 釜 占霊前 灰白/褐

J(渇 SIOJ 姿 態前 にぷい径/褐灰 1 
107 H-O 

ヨ釜E 鐙前
にぷい鐙/にぷい赤褐 1 

108 F-J 器系 越前 絹灰/にぷい桓

109 SE03A 主主器系菜 選前 褐灰/灰 押印
IJO SI04 姿待 選前 褐灰/にぷい赤褐

16 



図版 番号lD(Y)町 id/遺構 分類 分類2 器形 口径 残率 底径 残率 原体密度(/cm) 色調 (胎土/表層) 接合 破 片 数 備 考 時期

111 I-l/SKI7 釜器系 越前墾 浅黄位/燈 。 2 
112 E-O 受器系Fでr; 館前 黄褐灰灰/にぷい燈
113 G-l 姿器 鍾前 /にぷい樫 自然紬
114 G唱。 姿器系 館前 i主黄鐙/にぷい燈 脚付き

115 SE04 釜器系菜 占豊前 灰白/にぷい燈

116 SKI3 姿器 産量前 灰/i蓋黄筏 押印
117 E-I 委器系 健前 灰/鐙

118 E-I 姿器系 越前 灰/にぶい燈

119 G-I 姿器糸系で"，. 館前 程/にぷい赤褐

120 G-I/SE02 ~器 怠前 灰白n宣 。 2 
121 トI 愛器系 鐙前 灰白/灰白

122 SE02 ~器系 銭前 褐灰/1こぶい鐙

123 H-O 釜器系菜 起前 13 0.11 灰白/J灰白

124 F-l 釜器 館前費 20 0.17 j天白/灰白

125 A-O 受器系 鐙前 にぷい鐙/褐灰

126 j-l 姿器系 越前 筒灰/にぶい糧

127 SE02 ~器系茎系 也前 灰白Ii主賞白授
128 F-I ~器 占豊前蔓 21 0.11 灰白/灰

129 SKI3 発器 也前 iJ1黄櫨/浅黄鐙 。 3 15c;TV 
130 SE05 釜器系 越前 灰白/燈 15c;IV 
131 G-I 安器系 主主前 灰白/燈

132 G-O 釜~~系館前 灰白/黄燈

133 1-1 雪量器系 館前 灰白Ii主黄燈 押印

134 SK14 姿器系 鐙前 灰白/にぷい黄鐙

135 G-O ~器系ヨホア 慾前 灰白/にぷい黄燈

136 G-O 姿持 建前 灰白/J:天質;flt
137 SE05 姿器系 也前 灰白/にぷい鐙 3 
138 H-l 姿器器系系 館前 灰白/樫

139 F-l きを 館前 灰白/櫨 3 
18 83 140 G-0/SE05 斐器系 越前熔鉢 33 0.31 極/燈 ~ 4 15c;rv 

141 E-l 受器系τ'* 越前 J苦鉢 櫨/鐙 l 内面煤け

18 85 142 SK13 釜穏 健前 f古鉢 14 0.44 灰白/にぷい黄櫨 l 内面煤け

18 86 143 1-1 姿骨量系 主2前 t，Jj鉢 14 0.31 灰白Ii主黄授

144 F-I 姿器系 越前 f占鉢 13 0.22 l灰/にぷい鐙

145 H-l ヨ主器系 館前 f雷鉢 灰黄褐/にぷい糧

146 G-O ヨ主総系 越前 tili鉢 灰オリ プ/褐灰

147 SK07 ヨを器系 也前 指鉢 23 0.11 灰オリ プ/褐灰 l 内商煤け

148 SK20 姿器系 建前僚鉢 20 0.17 J天黄/にぷい黄樫

149 SE05 姿器系 越前 fJl鉢
皇稜室/に笠ぷ!Ji.いEj白t霊

1 内面煤け
1，刃 G-O/SKllC 受器系 越前指鉢 。 2 14c;m 
151 F-l 

室釜姿登笠器丞呈系 童生前 f雷鉢
澄/にぷい鐙 14c:m 

152 SE02 越前 f苫鉢 浅草白桓/にぷい虚
153 SKI2 泣前 自富鉢 灰 /灰白

154 SIOl 姿務系 越前 toO鉢 灰白/掲灰

155 F-I 姿器系 越削 指鉢 にぷい燈/鐙

156 G-l ヨE器系 越前 tJf鉢 11 0.17 褐灰/糧 14c;m? 
157 H-O 姿器系 越前指鉢 10 0.22 褐高灰戻 /に.;;~、鐙
158 SI04 姿器系 越前熔鉢 /に』抗、赤褐

18 8-1 159 G-l 姿器3系;V， 越前 j雷鉢 10 0.17 灰褐/灰褐 14c;mヲ

18 81 160 G-0/SE05 姿器 也前 tili鉢 34 0.14 策灰/筒 。 2 内面煤け
161 G-l 姿器系 越前嬬鉢 41 0.11 にぷい黄極/灰黄褐 。 2 
162 G-O 姿器系 越前 指鉢 浅黄極/燈 2 

18 82 163 SE05 
姿釜器丞系系 越前 括鉢

38 0.11 灰オリープ/糧 4 
164 SK13 ~ 越前 指鉢 褐灰/にぷい赤褐

165 S101 姿2号 越前衛鉢 28 0.06 黄灰/にぷい黄褐

166 SE03 姿器系 越前 指鉢 灰/にぷい赤褐

167 SK14 姿器系斤守司ミ 越前 箔鉢 39 0.06 灰/灰褐

168 8-1 受器 越前 t雷鉢 34 0.06 にぷい褐/灰褐

169 SE03B 姿器系 起前 信鉢 に』旬、控/灰白

170 SE03A 主姿査器丞系 越前 箔2鉢主 横/燈

171 B-l 越前 I冨 明褐灰/浅黄鐙

172 F-I 
豆姿姿豆器器系亙系 越前 指鉢

灰白/にぷい痘

173 E-l 館前箔'鉢 灰白/縄灰

174 1-0 越前 揺鉢 灰白/灰白

175 8-0 
受器霊器系系ワ

瓶 にぷい赤褐/暗赤褐

176 G-O ヨ~~*? 受? オリープ黒/B音赤褐

177 1-1 姿ワ 宣E 19 0.06 褐灰/B音赤褐

178 1-1 ~器系zでr;ワ 査 にぷい鐙/にぷい赤褐

179 B-I 姿祷 館前? 瓶 8 0.17 にぷい燈/にぷい赤褐

180 SE03A 須恵器系珠洲 釜? 褐l天/灰 l 内面煤け
181 H-O 須恵器系菜 珠洲 室? 灰白/灰

182 SE05 須恵器 珠洲蛍? 灰/灰

183 G-I ~J!恵器系;r;ミ 珠洲 遊ワ 赤にぷ高7い蕗赤苔褐戻/B一音背灰
184 SE05 須恵器 珠洲壷ヲ

185 H-l 須恵器丞河ー，ミ 珠洲 蛮ヲ 赤褐/B音背灰

186 SE05 須恵器 珠洲室? 褐灰/青灰

187 F-l 須恵器系珠洲 査 灰/灰

188 SK17 須恵器系珠洲 資
灰灰7白落/京灰

18 87 189 1-1 須恵器系菜 珠洲 査 17 0.03 I 
18 89 1ωH-l 須恵器 珠洲 皿 10 0.08 灰/灰白

18 88 191 SIOI 須恵苦言丞*' 珠洲 腕? 7 0.22 灰オリープ/オリープ灰

192 G-O 須恵器 珠洲 tli鉢 オリ プ灰/緑灰

193 F-l 須恵器系京 珠洲 f.lt鉢 i主賞様/灰策褐

194 SE03A 須恵務 E車洲 指鉢 14 0.14 灰/灰

195 SE03A 須恵器系珠洲 J雷鉢 オリ プ灰/灰 i 

18 92 196 SK13 
須恵器亙務系系珠洲 播鉢

20 0.14 緑灰/緑灰

18 93 197 H-O 須!A 珠洲 嬬鉢 14 0.26 灰賞/灰賞 l 内面煤け
198 H-I/SE03A 須!E. 珠洲 宿鉢 15 0.14 灰白/灰 。 2 
199 G-l 須恵歪菩器系烹 珠洲 猪鉢 灰/暗灰

18 90 2∞ F-l 須 珠洲活鉢 27 0.08 灰黄/灰 15c‘V 
201 F-l ~J{!J!.器系珠洲 {富鉢 37 0.06 にぷい燈/褐灰 I 14c;IV 
202 1-1 須恵器系ョ;r; 珠洲 f書鉢 24 0.06 灰/灰 14c;IV 
203 SKI3 須恵~ 珠洲 tiG鉢 オリープ灰/灰 15c;V1 
2ωF-I/SKI3 ~J{悲器系 珠洲 揺鉢 26 0.17 灰黄/灰オリ プ 。 2 15c;Vl 
205 H-O m恵器系珠洲 f.l:鉢 灰/灰

206 H-O:H-I fJi忠器系 珠洲 指鉢 灰/灰 I 
207 SE05 須!-J!.器系珠洲 指鉢 灰/l'f灰 14c;IV 
208 H-O m恵器系珠洲 崎鉢 42 0.06 灰/灰 15c;Vl 
2ωS101 m:¥l.':釜器丞系 珠洲 f雷鉢 緑灰/緑何: I 15c:V1 
210 1-1 須恵 珠洲 宿鉢 35 0.06 貧灰/灰 15c;Vl 
211 G-l 

須主I恵E器笠器墨系系 珠洲 tiG鉢
オ 1)ープ灰/オリープ灰 I 15c;Vl 

18 91 212 G-l 須 珠洲熔鉢 33 0.11 灰黄褐/褐灰 I 
213 SIOl 須 珠洲 tM鉢 灰/灰 I 14c;IV 
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表6 円形陶片属性表
I ~I版喬号 ID (Gl gridh盟十障 素材 分額I 分百i2 長 中両 lば iR枇 色白周 (胎仁/友肘)or袖~ 1桁考
19 116 H-I 陶2詰 瀬戸 2.55 2.07 0.88 6.63 灰白/1.天納IOY8/2

2 B-O 妬務 ~l!i 丞系菜 A豊前 2.16 2.∞ 1.40 9.35 灰/J:天
3 B-I 妬l!i 安l!i I!!I狩 2.92 2.8<1 1.15 13.54 灰前/貨尚
4 B-I 妬器 委l!i 占星j紺 2.40 し51 1.56 8.48 灰白/Hl}灰員
5 B-I 妬器 釜~~系 位liiI 2.18 2∞ 1.02 6.12 貨灰/にふし、褐

6 B-I 妬:. Sを2器系 也前 2.54 2.18 1.57 13.39 !Jt.符/貨-m
1 E-I 妬2苦 査器系 館前 3.41 2.72 1.91 24.22 渇灰/i長sttlt
8 E-I 妬誇

査器系茎系 Ï!! I~I 2.47 2.25 1.20 8.96 i呈策指/flIl打倒
9 E-I 妬2苦 受器 館前 2.70 2∞ 1.48 9.94 褐l天/褐
10 E-I 妬碍 益課 鐙liiI 2.40 2.ω 1.06 8.37 帯主灰悩
II E-I 妬器 5E25=F系r; ミ

越前 2∞ 1.92 1.ひ1 5.57 !tl11(/にふい給
12 1'-0 妬2苦 ~器 占星liIf 2.83 2.72 1.32 13.05 4在4歪
13 1'-0 妬器 益務系烹 占豊前 2∞ 1.44 1.54 6.06 褐灰/にぷい亦f&
14 1'-1 妬2苦 5主総 占星IIIf 3.16 1.95 1.05 9.42 褐!火/灰貨褐
15 1'-1 妬器 占霊前 2.64 2.34 1.23 10.40 褐灰/にぷい亦総
16 1'-1 妬日告 姿日告 館前 2.61 2.47 1.32 11.49 褐l天/1束』電柱j
17 1'-1 妬器 重E務 館前 2.27 1.80 1.27 6.86 褐灰/にぷい住j
18 1'-1 妬器 益~~ 越前 2.35 1.77 1.28 8.5'1 lI;l灰/褐
19 1'-1 妬~~ 自主総 占豊前 2.33 2.01 1.11 5.76 i長貨位/貨燈
20 1'-1 妬器

3歪E器器系烹 占I!IIIf l.iO 1.43 1.11 3.13 褐灰/にぷい亦尚
21 G-O 妬2普 起前 2.95 2.48 1.27 12.07 総灰/にぷいlI;l
22 G-O 妬2号 委総系 館前 2.89 2.06 1.5.J 13.19 褐灰/にぷい褐
23 G-O 妬按 受器系豆 占豊前 2.8<1 2.62 1.18 11.34 総灰/~!Â認褐
2'1 G-O 妬稽 委~ 占星前 2.74 2."，1 1.32 11.72 明褐灰
25 G-O 妬搭 館前 2.48 2.(}1 1.05 7.19 褐灰褐灰
26 G-O 妬2普 受器 占霊前 2.49 2.29 1.59 9.02 i克黄Ii皇賞抱
27 G-O 妬 ~i 主主音寺 健前 2.47 2.20 1.80 12.12 黄鐙侵
28 G-O 妬器 発器系 I!!I拘 1.86 1.75 1.∞ 4.侃 鐙/に~ \..、赤褐
29 G-] 妬~ 護持系 館前 3.29 2.55 l.i5 18.50 縞灰/筒
30 G-I 妬~if 委総系 也前 2.32 2.04 1.36 9.08 褐灰/ta
31 G-I 妬ilif

1歪E3t5E系Z 系
倍前 2.16 1.88 1.∞ 丘中l J長(1/悩

32 G-I 妬務 血~I~I 2.61 1.18 1.06 3.92 j氏自/にぷい掲

33 G-I 妬務 釜骨量 越前 2.13 0.78 1.40 3.38 褐灰/に~\、 !Jt.尚

34 H-O 妬目普 釜務系 越前 2.2沼 2.21 1.38 11臼 灰白/にぷい能hYi尚
35 H-O 妬2量 室主総系 也前 1.74 1.5.J 1.28 5.19 灰白/筒
36 11-0 妬器 iヨEE務系

館前 1.81 1.78 1.05 u抱 灰白 黒褐高
37 H-l 妬誇 務系 也前 4.70 4.52 1.23 '13.25 灰白/1:長
38 H-I 妬符 発器系 I!!I狗 2.96 2.58 1.31 15.78 褐灰/褐灰
39 H-l 妬務 宝E器系 位li可 3.32 2.89 1.11 15.28 にぷい鐙/にふい赤信
40 H-l 妬誇 ヨE器系Fτr; 館前 3.56 3.06 1.47 18.46 にぷい鐙/にぷい赤
41 H-I 妬滋 査結 也前 3.∞ 2.62 1.70 17.84 位/鐙
42 H-l 佑器 釜務系 健前 2.25 2.∞ 1.37 8.74 褐灰/にぷい赤褐
43 H-l 妬器

釜器F系τr; ミ
也前 2.21 1.97 1.11 7.80 灰白/褐 自然袖

4-1 H-I 妬2事 受給 占霊前 2.51 l以 0.91 6.59 灰白Ii長政位
45 H-I 妬務 姿務系 也前 2.ω 2.46 1.14 7.78 鐙/ta
46 H-I 妬2普 館前 1.78 1.26 l∞ 4.(}1 褐扇灰/にぷい褐
47 1-1 妬2号 袋詰 也前 2.38 2.20 1.28 8.51 灰/にぷい赤禍
48 1-1 妬日書 姿器 健所I 2.82 2.34 1.30 10.57 灰白/灰員一鰯

19 9.1 49 SE02 妬器 主主器 也前 2.42 2.似 1.15 8.56 褐灰/}天貨尚
19 95 50 SE02 妬搭 'N号 也前 2.79 2.40 1.37 9.68 灰白/IVJ総
19 96 51 SE02 妬搭 主主器系 健所I 2.∞ 1.92 1.25 6.67 褐灰/にふい褐

52 SEOI 妬器 釜歪務系 占車両I 2.63 2.52 1.38 14.53 褐灰/悩
53 SIOI 妬按 也前 3.03 2.32 1.42 13.13 褐灰/}天褐
54 SIOI 妬~ 室長器器系烹 也前 2.25 1.81 1.37 7.34 褐灰/にぷい桂j
55 SIOl 妬器 委器系 占車両~J 2.46 1.96 I侃 7.18 褐l天褐
56 SIOI 妬器

受持系Fτr; 盤面I 2.∞ 1.87 1.27 6.57 灰白に~\"1I;l
57 SIOI 妬2普 主主器 健前 2.16 2.10 1.11 8.12 明褐灰Ii主I首位
58 SIOI 妬?~ 受器系 鐙IjiI 2.13 1.86 1.45 7.ω 昭1褐灰/に~\，、褐

59 SIOl 妬器 釜掠=ホ系T 
占豊前 2.42 1.78 1.46 7.84 1主!'Itffi/にぷい位

60 SEOI 妬総 ヨ主総 也前 2.25 1.92 1.61 8.67 明褐百灰夜/鐙
19 98 61 SE03A 妬器 委器系 怠liIf 2.49 2.23 1.30 10.91 J長 i有褐
19 99 62 SE03A 妬器

主歪主器務系菜
』豊前 2.61 1.85 1.44 9.51 褐I天/1.疋褐

19 l∞ 63 SE03A 妬日量 館前 2.74 2.68 2.09 16.88 灰白/i主b首位
19 101 64 SE03A 妬日量 室ヨ主2量系 館前 2.56 2.07 1.38 9.27 灰白/灰白
19 102 65 SE03A 妬2書 起liiI 2.31 2.05 0.89 6.07 trt灰/にぷい赤褐
19 103 66 SE03B 妬器 釜22器5系墨系 鐙 I~I 3.30 2.26 1.57 13.36 褐灰/伺灰
19 104 67 SE03B 妬2号 発器 占霊前 2ω 2.25 1.08 9.41 褐灰にぷい筒
19 105 68 SEωB 桁器 委器系 起liiJ 1.96 1.34 1.12 4.22 灰白明褐
19 106 69 SE03B 佑2号 也前 1.86 1.59 I.(}I 4.28 褐灰 B:T赤筒
19 97 70 SE02 妬2苦 占霊前 2.10 1.87 1.'11 7.87 鐙にぷい赤筒
19 107 71 SE05 妬2苦 走塁前 2.34 2.12 1.13 11.58 寅阪褐
19 108 η SE05 妬器 主~ljíJ 2.36 1.99 1.28 7.52 褐灰/l{¥
19 1ω 73 SE05 妬捺 占星1拘 2.28 1.49 1.21 5.84 褐灰11末路

74 SKII 妬器 S主的 2.46 2.18 1.ω 7.92 黄泌/に... ~"、尚
75 SKI2 妬2号 越前 3.13 2.74 1.31 14.78 褐灰r.fA悩
76 SK12 妬2号 受務系 占剖iJ 2.65 2.37 1.22 9.I7 褐灰/11奇禍
77 SKI2 妬器 主主総菜系 直E前 2.53 2.29 1.28 9.73 灰白/鐙
78 SKI2 妬~ ヨ~~普 也市I 1.82 1.60 1.06 4.03 4宣/にぷ L 、~1t
79 SKI4 妬2器 委釜設~丞系 館前 2.19 1.88 1.06 5.13 灰白/絹
80 SK20 妬器 I!!前 2.73 2.36 lお 12.65 1811< (こふい4在

19 110 81 SE02 妬2苦 須恵音量系 珠洲 2.56 2.46 1.29 1l.l1 灰白/}'f(

19 111 82 SEωB 妬探 須.IJ!.~器系 珠洲 2.25 2∞ 1.11 6.16 j天/貨I天
19 112 83 SE03B 妬器 須恵~if系 珠洲 2.似 1.67 1.10 5.13 灰/灰
19 113 84 SE03B 妬務 須恵務竺糸系!， ~洲 2.46 l鉛 I踊 7.03 灰/灰
19 11'1 85 SE04 妬2苦 須!~器 珠洲 5.38 5.02 1.23 16.11 灰/灰
19 115 86 SE05 妬鐸 須-W2書丞系 珠洲 2.65 2.30 1.13 9.39 灰灰

87 SKI3 妬器 須m按 珠洲 3.92 2.90 1.4.1 19.65 灰!f1<.
88 B-I 妬2苦 3.01 2.90 1.23 13.96 灰!)友
89 G-O 妬2量 ~l'i.'!!.?品 1車洲 2.87 2.14 1.51 11.23 灰 J五
90 H-l 首i?号 須.'!!.~号 I車洲 2.48 2.14 1.20 8.82 灰/灰
91 H-I 妬器 須恵?i 珠洲 2.25 2.ω 1.48 9.02 灰/灰
92 S101 妬~if 歪須N~ 珠洲 2.10 1.70 1.30 7.62 灰(1/1天皇t百褐
93 A-O 妬2号 務2 選前 2.80 2.10 1.30 10.09 iJ1t納豆/灰
9.1 SIOI 妬器 姿符 館前 2.ω 2.10 1.20 10.37 褐灰/1:反Itl
95 SIOI 妬器 ~持越lÌíJ 1.90 1.70 1.∞ 4.51 灰白/に~ \，. 、尚

96 SIOI 妬2量 査器系菜 館前 2.20 1.80 1.20 7.28 明褐百灰 に』、い亦尚
97 SIOI 妬~ 主主~ 也前 2.∞ 1.80 1.50 &.18 灰 灰 褐
98 SIOI 妬器 ヨE器系 旭市I 2.44 1.85 1.22 6.69 にぷい鐙 灰(I
99 H-l 妬器 ヨを器系 健前 2.65 2.30 1.24 9.83 t長賞符/i主I在t¥t
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表7 石製品属性表 (石材の記号は、表12の脚注凡例参照)

図版 番号 ID(O) grid/j量機 器形 分茸i 塁白n血f壬1 口F長率
中高[

口底長径] 底F長率 厚総[幅高] 重量 煤 赤化石材 J妾合破片数 備考

33 F-O 石鉢 )LJf~ 26 。.31 807.9 。 Pt-l 
19 JJ9 34 G-l 石鉢 )L)f~ 35 0.13 466.6 Pt-l 耳付

35 G-l 石鉢 九形 22 0.28 339.3 Pt-l 
36 SK12 石鉢 丸形 13 0.28 389.1 8t-2 
37 F-l 石鉢 九形 40 0.06 391.2 。81-1 
38 G-O 石鉢 九形 36 0.06 JJ 1.∞1.7 81-1 
39 G-O 石鉢 )L形 410.1 Ts 
40 SK18A 石鉢 )L)f~ 246.3 Pt-2 
41 E-l 石鉢 )L)f~ 176.8 81-2 
42 8-1 石鉢 )L形 165.4 81-2 
43 E-l 石鉢 )L形 24 0.06 314.3 8t-l 
44 G-O 石鉢 )L)杉 59.4 Ts 
45 G-O 石鉢 )Llf~ 546.8 81-2 
46 SK12 石鉢 )Llf~ 648.8 81-2 
47 SK18A 石鉢 )L形 350.4 81-2 
48 SK18A 石鉢 )L)f~ 183.0 8t-2 
49 E-l 石鉢 )L形 30 0.11 354.2 Pt-l 
50 E-I 石鉢 九形 70.9 Ts 
51 SK12 石鉢 )L形 146.5 81-2 

19 120 52 E-l 石鉢 九形 339.8 8t-2 片口

53 SK21 石鉢 九形 184.8 81-2 
54 SKI8A 石鉢 九形 413.7 81-1 
5る SK18A 石鉢 九形 252.1 Ts 

19 118 56 SKI71 石鉢 )LJf~ 38 0.39 20 0.39 15.3 3.790.0 。8t-1 
19 117 57 SKI18 石鉢 )L形 43 0.22 13.6 2.550.1 。 8t-2 

86 SE02 石鉢 九形 21 0.11 85.4 8t-2 
87 F-O 石鉢 )L形 74.2 81-1 

19 121 11 1-1 行火 I極 16 9.8 11.5 899.2 。。Pt-2 。
12 SKI3 行火 l極 301.2 。 Pt-2 。 3 
13 SK13 行火 H重 218.8 。Pt-2 。 2 
14 SE02 行火 1鍾 160.3 。Pt-2 2 
15 G-I 行火 H査 86.9 8t-2 
16 F-O 行火 百II豊 129.0 8(-2 
82 G-I 行火 115.4 。 8(-2 
83 1-1 行火 I径 lω2 。 8t-2 
30 SKI3 行火 1綾ワ 224.6 。 Pt-2 
31 8-1 行火 If華 9 83.2 。 Pt-2 

19 122 22 SKI7 行火蓋 TIl重a 2∞o 8t-2 。
19 123 23 SKI7 行火蓋 ]]極a 135.2 。 8(-2 。

80 SKI2 行火蓋 日後a お3 8t-2 
81 G-I 行火盆 m華a 57.8 8t-2 

19 124 26 G-O 行火 H種b 49.5 8(-2 
17 s-I 行火 日経 271.4 8(-2 
18 SIOl 行火 E樋 146.1 。8(-2 
19 E-1 行火 ロ線 89.4 。8t-2 
20 F-I 行火 1E1 樋葎 l∞.5 。8t-2 
21 E-1 行火 89.6 。。8t-2 

19 125 24 SK12 行火 II伎 47.9 Pt-1 
25 8-0 行火 日経 18.0 。8t-2 
27 H-O 行火 n極 22.6 。Pt-2 
32 F-1 行火 188.4 。8t-2 
28 H-O 行火9 217.5 8t-2 
29 H-I 行火ヲ 601.6 。 Pt-I 2 
84 F-O 行火ヲ 51.1 。P(-2 2 
85 SKI9 行火9 59.5 8(-2 

20 127 58 E-l 石臼 下臼 30 0.53 8.3 5.420.0 8t-1 
20 126 59 G-O 石臼 上円 30 0.33 10.1 2.761.6 8t-1 

60 SP44 石臼 上E..I 26 0.19 11.7 同 38.4 。8t-1 
61 SEωB 石臼 上自 29 0.17 519.6 8t-1 

20 128 62 SKI3 石臼 小型上Fl 6 0.75 3.7 107.7 。 Ts 
20 129 68 SKI8A 低石 荒砥 8.5 6 4.8 284.5 Sn-I 

ιl SKJ7 砥石 't'61_l; 11.8 9.3 7.2 1.059.0 Rh 
20 130 65 SIOI 砥石 中砥 9.6 7.8 6.0 529.8 Rh 

66 SKI3 砥石 中砥 6.2 5.8 3.6 135.1 Rh 
67 SIOI 磁石 中日t 6.2 3.4 4.5 99.9 Rh 
69 G-O 低石 中砥 6.5 5.6 2.3 117.0 Da 
70 [-] 砥石 中砥 9.2 6 1.6 104.8 Da 
72 H-l 磁石 中低 4.9 4.8 0.9 39.8 Sn-2 

20 131 75 SK12 低石 中間E 6.2 4.8 3.1 103.0 Sn-2 
77 SKI2 低石 中低 6.0 5.4 1.6 66.4 。Da 
88 H-1 砥石 中砥 9.2 6.7 3.0 2∞3 Sn-2 
89 G-O 日t石 中i1I 7.6 4.8 2.4 102.3 Sn-2 
90 F-l 低石 中砥 5.4 5 1.4 47.3 Da 
91 SE02 砥石 中低 5.6 2.3 1.4 35.5 Da 
92 G-] 低石 中i1I 3.8 3.2 1.2 27.9 Sn-2 
71 十1-1 低石 仕上げ砥 5.8 2.6 3.1 59.6 Sh 
73 ト1-1 砥石 仕上げ祇 7.0 2.8 0.7 16.6 Sh 
7'1 G-I 低石 仕上げ"611; 6.4 3.5 2.1 64.8 。。Sh 

20 132 76 SIOl 低石 仕上げ低 6.7 3 1.4 56.5 Sh 
79 [-1 砥石 仕上げ砥 6.2 3.8 1.3 31.8 Sh 
78 G-O 砥石? 5.7 3.8 2.2 88.2 An 

21 134 3 SIOI 加工際 凹石 16.0 12.3 11.9 2.602.2 。8t-1 
21 133 6 SK22C 加工傑 凹石 25 20 8.9 3.270.0 。 Pt-I 

9 H-l 加工穣 凹石 15.5 11.6 6.5 796.5 Pt-2 
10 SK07 加工様 I'.q石 11.2 6.2 4.4 271.5 Rh 

21 135 3∞ SKI3 hnて墜際 I'q石 13.2 11.8 7.2 1.1∞2 。。Bt-2 
SE03B 加工 20.5 15.5 8.4 2.405.3 Bt-2 

2 SE03B 
加加エ工E喋重 20.0 15.8 7.5 2.174.0 Bl-2 

SP26 15.6 12.4 13.0 2.076.9 。 Bt-I 
:> SK12 加工際 12.6 11.4 8.7 1.367.2 。Bl-2 
7 SK08 加工様 18.3 18 13.1 2.517.3 Pt-l 
8 SE03B 加工際 17.7 14.2 11.0 3.160.0 Pt-1 

21 136 63 SKOl 草畢 JJ痕礁 16.8 9.8 '1.2 953.0 L1 

表8 銭貨属性表
同版 番号 grid/遺構 分類 名称 l'H事初sJt年時代 」医材 縦I壬 備後 イL縦後孔償径 重最 備 J号

22 143 SK18A 渡米銭 開瓦通覧 情lf 621 E量 銅 2.51 0.70 1.8 
22 14.1 F-I 渡米銭 成τr-χ貸 借iヰ 998 Jt宋 鋼 0.59 0.59 0.7 全I，>;i欠f員
22 145 G-l i度米銭 祥符元貿 l'T¥.'f l(澗 」ヒ宋 銅 2.53 2.49 0.61 0.60 1.9 
22 146 I-l 渡来銭 天草書通貰 借lf 1017 Jt宋 銅 2.50 2.49 0.65 0.66 2.2 
22 147 SE02 渡米銭

貸賓 緒川 1039 Jt宋 銅 1.0 
H-O j，~米銭 家>'J jヒ宋。 銅 1.4 主「体と文字の配置から I冗祐退が宣、LfHまたは「疋符丞文査字よ不か
E-I 1度来銭 天)~克賓? f昔;'f 1111 進 銅 (2.27) (2.37) 0.62 0.62 1.4 元」の特徴を決め手とした 粍著しく他の 明

22 148 SEQ.l i度米銭 i共武通貨 +皆i'f 1368 明 銅 2.10 2.JJ 0.43 0.43 3.4 
F-l ir~米銭

洪武imJ査官Z耳
借l'f 1368 明 銅 2.16 2.22 0.47 0.49 2.9 

22 149 H-I 1度来銭 洪武i量 十昔;'F 1368 llfJ 銅 2.48 2.48 0.55 0.58 2.7 
G-O 渡米銭 永来通 締t'F 1408 IjfJ 銅 2.43 0.50 0.49 2.3 ~~\化で砂の{Ur -li'しい
SE05 銅 0.8 1i'i粍持しく判読不能
SK12 銅 0.6 鍋t~ .ï;: しく判d不能
A-l 鋼 2.2 J設.tf.liしく判読不能
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表11 鍛冶関連遺物属性表 (構成No_1~286; データベースより出力)
」準2監2 4番15号7 E 

~o 憎l No f遺構 取JニNo ill垂 理主 f度 1~llt 調(J<) {地)
.大 E 

，1 お
褐褐

褐

褐
23 169 堕

一塁お 亙褐尚

生} 褐
24 li4 
Z司 175 褐

I'!IJ伝 主主主
ff褐褐

持 Jl'
組作

主

24 188 
(0) r 呈褐22 158 5 

『

32: 1 
:盈褐
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224 2 l1S59 1 3.1 ぷい&f歪 'iii尚
「欽太

主hI 3主〉)) 23 163 
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~鉄 ト ))
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;WI 
;明

1i褐Z 尚
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図版 番号 DBNo 構成No 耳rid/ili併 層位 取上No 遺物名 長 。富 厚 干し1圭 重量 磁着度 メ亨 Jレ度 色調(表) 色調(地)
654 154 SE05 続形鍛冶津，中 7.5 11.8 4.4 274.9 5 なし 褐 不明

655 155 SE05 機形鍛冶漆(含欽).中 9.8 7.9 4.5 345.6 6 誘化(.6.) 褐 黒褐

650 1 ~渇 SE05 線形鍛冶涛.小 5.3 7.0 4.9 131.0 5 なし 褐 不明

640 157 SE05 擁形鍛冶津極小 6.3 6.0 3.3 89.9 4 なし 褐 黒筒

似3 158 SE05 備形鍛冶倖純小 5.3 7.6 2.9 98.0 4 なし 褐 E県褐
647 159 SE05 鍛冶漆 7.0 3.6 3.6 68.1 4 なし にぷい黄径 黒

648 160 SE05 鍛冶滞{含鉄) 5.0 3.8 3.4 64.3 6 鋳化(.6.) 褐 黒褐

703 161 SE05 鉄流系澄物 4.0 3.2 2.1 27.3 5 M(()) 
褐~褐 不明

651 162 SE05 上層 椀形鍛冶浮A、 7.5 6.8 4.8 186.6 4 なし 黒褐

649 163 SE05 上層 椀形鍛 7.0 6.9 2.9 122.9 5 なし 褐 黒褐

708 164 SE05 上層 鉄事4品 ).惨状 5.6 1.2 1.0 8.6 4 鋳化(ム)
き褐褐

不明

693 165 SE05 下層 機形鍛冶津，中 9.6 12.0 3.5 444.0 5 なし 黒掲

協6 166 SE05 下層 椀形鍛冶浮，ノl、 8.0 5.0 4.6 184.0 4 なし 世S 黒掲

669 167 SE05 下層
椀形鍛冶倖韮極極ゴJ，1l 、

4.7 6.1 2.5 60.0 5 なし 褐 黒褐

671 168 SE05 下層 椀形鍛冶淳 、 4.6 7.5 3.0 ω.5 4 なし 褐 不明

672 169 SE05 下層 椀形鍛冶j宰 小 5.8 5.2 2.4 52.9 4 なし 明黄褐
不不明明

687 170 SE05 下層 備形鍛冶倖，極小 6.5 6.5 2.9 104.1 4 なし 時褐

675 171 SE05 下層 鍛冶涛 3.1 4.1 2.9 21.9 4 な L 褐 不明

677 172 SE05 下層 鍛冶湾 5.2 3.1 2.5 37.7 4 なし
時黄筒扇

黒褐

664 173 SE05 下府 鍛冶浮(含鉄) 4.5 5.8 4.8 83.1 6 鋳化(.6.) 黒褐

705 174 SE05 下層 鍛冶滞 4.6 3.1 2.4 43.1 4 なし 褐 不明

710 175 SE05 下層 鉄事2品(鍛造品川豊状 4.7 1.l 1.0 7.0 5 銭化(ム) i電fi 不明

7ω 176 SE05 下層 鉄製品(鍛造品)惨状 2.8 1.0 0.9 2.5 2 鋳化(.6.) 明黄褐 不明

2同 185 695 177 SE05 下層 羽口{鍛冶) 8.3 7.1 7.0 2.8 378.3 なし l情筒 にぶい黄径

421 178 SK01 続形鍛冶~.中 8.6 11.0 5.2 457.2 5 なし 褐 黒

420 179 SK01 骨量形鍛冶浮小 8.3 9.4 5.5 229.4 4 なし 褐 黒悩

415 180 SK01 線形鍛冶待，恒小 5.5 3.7 3.0 76.4 4 なし
蕗筒褐

黒褐

427 181 SK03 線形鍛冶湾，中 8.2 10.2 4.8 353.0 4 なし 黒褐

432 182 SK05 被形鍛治i宰中 8.2 8.5 4.4 295.8 2 なし 日音褐 黒筒

430 183 SK05 線形鍛治津小 6.2 8.7 4.2 151.0 4 なし
暗明黄南褐

黒褐

429 184 SK05 鍛冶~ 5.5 3.5 2.7 35.2 4 なし 巣褐

426 185 SK05 鉄製品(鍛造品)，棒状 4.7 1.5 1.2 6.2 3 鋳化(.6.) sff褐 不明

433 186 SK06 椀形鍛冶浮俺小 3.5 6.2 2.9 43.0 3 なし l腎褐 筒灰

447 187 SK07 盤椀形鍛冶浮.'1' 6.5 7.7 5.8 274.6 5 なし 11音褐 不明

440 188 SK07 形鍛F台湾JJ、 5.8 6.4 4.5 139.5 4 なし 階褐 不明

443 189 SK07 続形鍛J台湾(含鉄)小 6.5 1.8 2.8 129.2 7 鋭化(.6.) 日膏褐 褐灰

436 190 SK07 椀形鍛冶F事，悔小 4.5 3.3 2.5 25.7 4 なし 時音渇 筒灰

456 191 SK08 上層 椀形鍛冶海葎 大 11.4 11.1 6.0 657.1 3 なし 黄Itl
歪暗明褐

455 192 SK08 上層 続形鍛If;~.中 10.1 10.0 6.3 410.3 2 なし 褐

'154 193 SK08 上層 椀形鍛冶浮(含鉄).'J、 6.5 8.1 4.0 165.5 6 鋭化(ム) 不明

452 194 SK08 上層 続形鍛冶F幸i垣小 5.7 7.2 2.6 98.7 3 なし 不明

458 195 SK08 下層 椀形鍛「台湾(含欽)短小 7.4 8.7 3.5 112.6 4 H(O) 褐 ~褐
459 196 SK09 鉄製品(鍛造品) 7.4 8.3 1.3 12.9 4 鋭化(.6.) 褐 不明

4&1 197 SK12 備形鍛冶津小 7.0 7.4 4.3 178.8 3 なし 明!It 褐罷 不明

463 198 SK12 椀形鍛冶倖{含鉄).小 9.0 7.2 3.2 248.5 6 H(O) i狗黄 不明

461 199 SK12 椀形鍛Ifi迄F事.極小 4.3 4.2 2.0 33.8 4 なし
1黄置撞Itl 黒黒1侮5 462 2∞ SK12 続形鍛冶 .梅小 5.2 5.7 2.0 66.5 3 なし

1∞ SK13 椀形鍛冶浮(含鉄).大 12.0 12.0 6.5 696.0 6 H(O) 黄褐 不明

96 2 SK13 椀形鍛冶i宰(含鉄)中 8.4 9.3 6.3 284.3 8 H(O) 褐 黒掲

92 3 SK13 椀形鍛冶淳{含鉄)沖 8.2 9.4 4.5 335.6 7 鋳化(ム) 褐 不明

98 4 SK13 椀形鍛冶津{含鉄).中 8.9 9.8 4.7 403.7 8 鏡化(.6.) 褐 黒縄

65 5 SK13 椀形鍛治i宰.小 7.1 8.1 3.5 175.3 5 なし 褐 不明

85 6 SK13 鐘椀形鍛冶浮(含欽).小 8.5 10.0 4.1 241.6 8 日(0) 策褐 黒筒

67 7 SK13 形鍛冶湾(含鉄L1、 7.2 8.6 3.5 217.5 7 H(O) 
盟結褐

黒褐

73 8 SK13 線形鍛冶淳(含鉄) 7.1 9.1 4.5 1 ~ね 6 7 H(O) 思

58 9 SK13 椀形鍛冶F事(含鉄)，d、 5.9 1.9 3.4 141.0 6 鋳化(ム)
褐iiff褐

渇灰

44 10 SK13 椀形鍛冶滞.極小 4.2 5.4 1.8 41.4 5 なし 不明

47 11 SK13 俄形鍛t台湾F傾小 4.2 4.8 1.9 34.8 5 なし 筒 思褐

36 12 SK13 線形鍛冶浮(合鉄)極小 4.7 5.3 2.8 78.4 8 H(O) 褐 不明

46 13 SK13 
線形鍛冶湾(含鉄)韮差極傾企企小'J、

5.1 5.3 3.3 88.2 7 H(O) 
主褐筒 ~絹

23 14 SK13 椀形鍛冶搾(含鉄) 4.3 5.2 3.0 40.3 7 H(Ol 不明

40 15 SK13 続形鍛冶浮(合鉄) 3.6 4.7 2.5 24.7 7 H(O 褐 黒褐

33 16 SK13 椀形鍛冶浮(含鉄) 6.5 4.1 3.2 44.0 6 鋭化(6
主褐褐

可主

37 17 SK13 椀形鍛冶津(含欽)，傾小 5.2 4.4 2.4 57.8 6 銃化lム) 思渇

42 18 SK13 椀形鍛冶浮(含鉄l，極小 4.7 5.5 1.5 38.9 6 鋳化(ム) 褐 不明

51 19 SK13 椀形鍛冶滞{合鉄)極小 4.8 5.3 2.4 49.0 6 鋳化(6) 明黄褐 不明

56 20 SK13 椀形鍛冶樺(含鉄)極小 4.8 6.4 2.7 62.2 6 主量化(.6.) 褐 黒Itl
41 21 5K13 富生冶F事 4.5 4.0 2.6 48.0 5 なし 策ぬ 褐灰
43 22 5K13 鍛冶浮 4.6 5.4 3.1 54.5 5 なし

主褐褐
褐灰

39 23 5K13 鍛冶倖(含鉄) 4.8 3.5 3.1 43.1 6 H(O) 不明

116 24 5K13 下屑 鍛治浮(合鉄) 4.5 5.5 3.7 58.1 5 H(O) 貨褐 不明

24 171 115 25 5K13 鉄塊系遺物 3.5 3.2 2.3 32.5 5 L(.l 
草黄壁筒

不明

24 172 112 26 5K13 鉄萩夏塊系烹遺物 4.1 3.5 3.3 53.0 4 ι1(()) 不明

113 27 5K13 遺物 6.1 4.3 2.4 84.7 。 H(Ol 褐 E思
24 186 102 28 5K13 炉接(鍛げ?炉) 4.0 6.1 2.3 38.0 3 なし i鈎E灰渇 褐灰
24 183 110 29 5K13 羽口 (鍛冶} 11.0 8.8 7.5 2.8 435.4 なし 褐灰

22 155 140 30 5K13 下層 42 椀形鍛冶塗i宰(含鉄)，特大 15.5 14.3 6.0 ]，]44.4 8 ~ 1 (O) 黄褐 不明

22 156 139 31 SK13 下層 椀形鍛冶 {含鉄)大 7.8 12.7 5.9 ω1.8 4 H(O) にぷい煎褐 不明

23 162 136 32 5K13 下層 28 椀形鍛冶津(合鉄)，'1J 8.4 10.0 4.8 291.9 8 M(O) 賞褐 不明
137 33 5K13 下層 椀形鍛冶F事(合鉄)，中 8.0 10.7 5.2 333.2 8 H(O) 

主褐褐
褐灰

128 34 5K13 下層
椀形鍛冶津亙{(含含互鉄鉄l，d、 7.4 8.5 4.3 228.9 7 H(O) 不明

121 35 5K13 下層 椀形鍛冶浮 5.2 6.6 2.5 68.7 4 なし 黄褐 不明

117 36 5K13 下層 椀形鍛冶滞 )，悔'J、 5.0 6.6 2.4 66.6 5 H(Ol 黄禍 褐l天
118 37 5K13 下層 椀形鍛冶j宰(含鉄)，極小 5.2 5.3 2.9 創 3 6 銃化(.6.) 日昔褐 .'J!.褐

122 38 5K13 下層 鍛冶務 3.9 3.0 2.7 21.7 5 なし に~，、黄褐 j反貧渇

24 li3 126 39 5K13 下層 鉄塊系遺物 4.3 3.0 2.9 89.4 6 L(・)
盟黄賞般禍

不明
127 40 5K13 下層 鉄塊系遁物 3.7 2.5 2.5 53.2 5 H(O) 不明

24 187 ](活 41 5K13 下屑 炉壁(鍛冶炉) 3.8 7.2 1.5 18.8 2 なし 黄鐙

104 42 5K13 F層 炉雪量(鍛冶炉) 4.0 3.7 1.8 15.8 なし 黄4畳 思褐

492 201 5K14 椀形鍛冶搾(含鉄)ヰ1 7.9 7.5 4.9 257.9 6 銃化(.6.) 黄褐 不明

488 202 5K14 椀形鍛冶1宰，小 8.2 9.2 4.4 239.4 4 なし 明黄掲 不明
466 203 5K14 椀形鍛冶津2軍，枢'J、 5.7 4.2 3.0 64.8 4 なし 掲 不明

485 204 5K14 椀形鍛冶 極俺小'1 6.5 6.3 3.2 97.4 4 なし 明黄筒 不明
484 205 5K14 椀形鍛冶浮， 、 6.1 4.0 2.5 35.3 4 なし 褐 不明

473 206 5K14 椀形鍛冶滞極小 6.7 4.8 3.4 92.5 4 なし 黄褐 渇灰
486 207 5K14 椀形鍛冶持，極小 4.6 3.6 1.5 20.9 4 なし 褐 不明

24 180 541 208 5K14 鉄事主系造物 12.0 5.0 4.5 295.7 6 M(()) 明賞褐 不明

506 209 5K16 椀形鍛冶湾ノl、 4.5 9.1 4.3 128.8 3 なし 筒 .'，1;¥褐
ω4 210 5K17 線形鍛冶i宰中 8.5 9.2 4.4 346.7 4 なし 褐 総灰
501 211 5Kli 椀形鍛冶搾{合鉄)〆l、 7.7 8.2 4.7 237.7 5 H(O) 尚 不明
日)() 212 5K17 続形鍛冶l宰.傾小 6.1 6.2 2.9 103.2 5 なし 貨褐 不明

493 213 5K17 椀形鍛冶淳(含鉄l.極小 4.5 5.0 3.1 45.6 6 ま量化{ム) 寵褐
不明

496 214 5K17 椀形鍛冶~ (含鉄).極小 5.0 6.7 3.4 86.4 6 鏡化(6) 不明
切2 215 5K17 椀形鍛冶淳(含鉄l.極小 6.8 6.7 3.5 112.9 6 重量化(6)

害福
黒褐

510 216 5K18A 椀形鍛冶務，中 8.2 8.0 4.5 340.3 4 なし 不明

509 217 5K18A 椀形鍛冶湾(合鉄)Jト 6.0 6.0 4.7 134.6 6 鏡化(.6.) 褐 不明
切8 218 5K18A 椀形鍛冶色F弘極小 5.4 '1.6 2.9 77.8 4 なし HE音1褐5 黒褐
515 219 5K19 椀形鍛冶 ，中 6.1 9.1 4.4 261.1 5 なし 不明
514 220 5K19 椀形鍛冶淳(含鉄l，d、 7.8 6.5 3.8 166.1 5 日(0) 黄筒 灰黄禍
513 221 5K19 椀形鍛冶去極小 4.5 5.3 3.0 '19.4 4 なし 褐 黒褐
518 222 5K20 怖形鍛治 中 7.8 9.0 4.5 290.9 4 なし 日音絹 不明
517 223 5K20 椀形鍛冶i宰小 8.2 8.3 3.2 165.4 4 なし 時筒 実褐
516 224 5K20 椀形鍛佐冶登湾昼.中d、 4.5 5.1 2.7 46.4 4 なし

盟時褐
不明

522 225 5K21 腕形鍛 7.7 8.8 5.5 451.2 4 なし 禁処
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表12 焼磯集計表

(1 ) 石材と形状別数量
石材 円磯 亜円磯 角喋 破片 15-芸ロι l 

An 8 10 6 24 
Bt-1 12 4 11 27 
Bt-2 l 3 36 40 
Da 7 6 15 28 
Gr 1 2 3 
Lt 33 8 2 43 
Pt-1 1 I 2 
Pt-2 3 1 2 6 
Rh 2 9 10 10 31 
Sn-2 1 1 l 3 
合計 52 50 20 85 207 

(2) 石材と形状別被熱赤化ある数量
石材 円磯 亜門機 角際 破片 合計

An 7 9 6 22 
Bt-1 9 2 7 18 
Bt-2 。 1 18 19 
Da 6 6 14 26 
Gr 1 2 3 
Lt 29 6 2 37 
Pt-1 。 。 。
Pt-2 2 l 。 3 
Rh 7 10 8 26 
Sn-2 l 3 
合計 44 40 15 58 157 

*注: 石材記号凡例 (表?と共通)

An 安山岩または中性凝灰岩

Bt-1: :角際質の凝灰岩、ま たはこれに類似するもの

Bt-2 :外観はBt-1に似るが、相対的に軽患な質感のもの

Da デイサイトまたは弱酸性凝灰岩

Gr 花筒岩

Lt 火山際凝灰岩

Pt-1 :砂磯質で凝結のゆるい印象を受けるやや軽撃な質感の凝灰岩

Pt-2 :非常に軽撃な質感の凝灰岩

Rh 流紋岩または酸性凝灰岩

Sh 頁岩~シルト岩、あるいは粘板岩?

Sn-1 :細粒砂岩

Sn-2 :中粒~粗粒砂岩

Ts 凝灰質砂岩~頁岩

(3) 石材と形状別重量

石材 円牒 亜円喋 角磯 破片 合計

An 1，542.7 6，597.7 513.4 8，653.8 
Bt-1 4，299.1 2，041.3 1，715.2 8，055.6 
Bt-2 200.0 臼8.2 2，990.6 3，738.9 
Da 1，805.0 15，648.5 2，581.4 20，034.9 
Gr 280.9 3，066.3 3，347.2 
Lt 14，701.9 2，960.0 905.3 18，567.2 
Pt-1 216.2 141.8 358.1 
Pt-2 603.4 1，237.4 249.2 2，090.0 
Rh 258.7 6，397.9 16，112.5 1，101.7 23，870.8 
Sn-2 426.5 227.1 58.2 711.8 
合計 18，934.9 36，949.9 20，362.2 13，181.3 89，428.2 

(4) 形状別法量

に
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結

本報告で鍛冶炉関連遺構として報告したのは、越前

斐を埋設した鍛打作業台土台遺構と鍛冶i宰集積をさす。

前者について斐の破損状況を鍛打作業のための施設とし

ての傍証と考えたわけだが、肝腎の炉床に同定しうる遺

構は検出されなかった。SI01とSK08のプランの隙間に

検出されたこともあり 、遺構の全容はつかめない。

鍛冶関連としてもう 一つ、複合ビットも挙げておこう 。

SK22Cで検出された焼礁と凹石の出土状況に限れば、こ

れは埋納行為の反映と考えられ、これらが鍛冶関連遺物

とするならば、作業場としては断続的に営まれた可能性

が示唆される。すなわち、作業場として機能しない期間

の埋納ではないだろうか。

井戸跡について、 SE04を除けば土坑の下底に結桶を

埋設しただけの簡便な構造のようだ。また、SE05の結

桶のように抜き取ろうと試みたと見られる破損状況や、

湧水土坑SE03の結桶を抜き取ったと見られる2箇所の痕

跡は、井戸の移設、あるいは結桶の転用を示唆する。結

桶のタガに使われる竹は腐蝕が速いと言われるが、仮に

結桶が再利用可能な状態で抜き取られたとすれば、井戸

の使用期間は短かったと考えられる。臨時に増設された

井戸かもしれない。

出土遺物について年代を測ってみれば、食膳具 ・調理
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幸町遺跡(第3次)調査区平面図
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土層注

番号 HueV/C;色名;土性;p-I紋.3lt:維物，密度，備考

1 : 2.5Y3/2;黒褐色;砂，斑鉄含む，堅，

11 : 2.5Y3/2;黒褐色;シルト質嬢土;粘土・砂の葉理あり，炭片・焼土粒混じる;堅，鋤床層?

川ー1.25Y-10YR3/3;暗褐色，砂嬢土，炭片・焼土粒混じる;堅;包含膚

1: 10YR2/2 ; 黒褐色， 砂綴土; 炭片 ・焼土粒含む ， 地山砂斑混じる ; ~-やや軟 ; SK01 
2: 10YR3/2;黒褐色;砂漆土;炭片混じる，地山砂斑含む;やや軟;SK01 

3: 10YR3/2;黒褐色;砂漆土;地山砂斑富む;やや軟;SK01 

4: 10YR3パ-3/2;黒褐色，砂主義土;地山砂斑富む;軟;SK01 

5: 10YR3/2-3/3;黒褐色~暗褐色，砂場土，炭片・焼土粒混じる，堅~やや軟;SK06 
6: 10YR3/2;黒褐色;砂嬢土;地山砂斑頗る富む，軟;SK06 
7: 10YR3/3;暗褐色，砂獲土;地山砂斑頗る富む;軟;SK06 

8: 10YR3/2;黒褐色，砂i豪土;鉱浮 (0)周辺で炭片・焼土粒富む;堅~やや軟;SI01上層
9: 10YR2/2;黒褐色，砂嬢土;炭片・焼土粒含む;堅;SI01中層
10: 10YR2/2;黒褐色，砂壊土，炭片・焼土粒頗る富む (9より暗 く見える);やや軟;SI01下層
11: 10YR3/2;黒褐色，砂i裏土，炭片混じる，地山砂斑含む，堅~やや軟;SI01中層
12: 10YR3/3;黒褐色;砂嬢土;斑鉄含む，炭片混じる.!也山砂斑含む，やや軟;SI01下層
13: 10YR4/2;灰黄掲色，砂漆土;炭片混じる，焼土粒・I也山砂斑富む;やや軟;SI01下層
14: 10YR3/2;黒褐色，砂嬢土;斑鉄.!也山砂斑頗る富む，やや軟;SI01下層
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土層注

番号 HueV/C;色名;土性;!，:}紋，爽雑物;密度;備考

1・10YR3/2;黒褐色，砂嬢土;炭片・焼土粒含む，やや軟;SK08上層

2a: (埋設大斐を被覆する粘土層)

2b: 10YR3/3;暗褐色;砂嬢土;粘土塊頗る富む，炭片・焼土粒混じる;やや軟;SF01 

3: 10YR3/3;暗褐色，砂擦土，地山砂斑含む，やや軟;SK08下層

4: 10YR3/2-3/3;黒褐色~陪褐色;砂，鉱浮・1)'}鉄頗る富む，やや軟;鍛冶淳の集積，SF01-P 

8F01 8K08実測図、‘‘
z''

.•• 
，
 

，，『E
、、

b' 。

a o 

b 。

6) 50cm 。

。a
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*番号は図版17-75上面図に対応
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土層注 (SK13:図版3と共通)

番号:Hue V/C;色名;土性;斑紋，爽雑物，密度，備考

1: 10YR3/2;黒褐色，砂濠土，炭片混じる，やや軟;撹乱層

2: 10YR3.5/2;黒褐色;砂壕土，炭片混じる，}也山砂塊・粘土焼あり ，やや軟;1覚乱膚

3: 10YR3/1-4/2;黒褐色~灰糞褐色，砂i漢土~砂，炭片混じる，ぼんやり斑状

3a: 10YR5/3;にぷい糞褐色;砂;黒褐色砂境土斑含む，やや軟，所々に葉理が見える

3b: 10YR4/2;灰黄褐色;砂塚土，炭片混じる，褐色砂斑 (葉状つ)含む;やや軟~軟;

3c: 10YR3パ-4/1;黒褐色~褐灰色，砂壊土~砂;炭片混じる;軟;斑状~葉状

3d: 10YR3/2;黒褐色，砂i棄土;炭片混じる，堅~やや軟，

3e: 10YR3/3;陪褐色;砂"軟，褐鉄鉱の集積ワ

4: 1 OYR2I2-3/1 ;黒褐色;砂混埴土，炭片混じる;繁;下層

4a: 10YR4/3-5/2;灰黄褐色~にぷい黄褐色;砂"軟，ぼんやり葉理，下層

4b: 10YR4/2;灰黄褐色;砂嬢土，地山砂斑混じる~含む;やや軟;下層

4c: 10YR3/2;黒褐色，砂壊土;地山砂斑混じる;軟;下層

1m 

土層注 (SK12:図版3と共通)

番号 HueV/C;色名;土性，斑紋，爽雑物;密度;備考

11 : 10YR2I3;黒褐色，砂壌土;炭片・焼土粒混じる，やや軟;包含層

1: 10YR2I2;黒褐色;砂嬢土;炭片・焼土粒混じる;やや軟;

2: 10YR3/2;黒褐色;砂i表土;炭片混じる;軟;

3・10YR3/1;黒褐色;砂嬢土;地山砂斑混じる，軟，

。

D:鉱浮

po:土器片

S:石，石製品

つu
q
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土層注 (SK17)

番号:Hue V/C;色名;土性;施紋，爽雑物，密度;備考

1: 10YR2I2-3/2;黒褐色;砂嬢土，炭片・焼土粒混じる，堅~やや軟;包含層からの遷移層

SK17実測図)
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番号 HueV/C;色名，士性;I:妊紋，爽錐物，密度，備考

1: 10YR3/2~3/3 ; 黒褐色~陪褐色; 砂壊土; 地山砂'pI含む ， やや軟，

2: 10YR3/3~4/3 ; 陪褐色~にぷい黄褐色; 砂壌土; 袖山砂葉状に含む，やや軟~軟， 葉理はほぼ水平
2a: 10YR3/2~4/2 ; 黒褐色~灰黄褐色;砂 ; !也山砂斑含む;やや軟;

3: 1 OYR3/1 ~3/2 ; 黒褐色， 砂嬢土; !也山砂脈あり ;軟，いく ぶん黒泥質，砂・泥が縦横に縞状

土層i主(SE03) I 
番号 HueV/C;色名;土性;斑紋，突雑物，密度;備彩

1: 10YR3/2;黒褐色;砂壊土;炭片含む;やや軟;SEt3A 
2a: 10YR3/2~3/3 ; 黒褐色~陪褐色， 砂境土; 炭片混じる ; やや軟; ぼんやり斑状， SE03A 
2b: 10YR3/2;黒褐色，砂i表土，炭片混じる ，やや軟:;JSE03A

2c: 10YR4/3;にぷい黄褐色;砂~砂壌土;黒褐色砂捧土斑富む;やや軟;SE03A 

3: 10YR3/2 ; 黒褐色; 砂簸土;地山砂斑富む， 軟~f~; SE03A 

3a: 10YR4/3~5/4 ; にぷい黄褐色; 喜久;軟，ほ(;r地山砂， 湧水準付近のえぐれた堀方?

4: 1 OYR3/2~4/2 ; 黒褐色~灰黄褐色，砂~砂嬢土; 陣鉄および褐鉄鉱の集積あり，やや軟 ; SE03A 

5: 10YR3/2;黒褐色;砂主富士;灰黄褐色砂斑含む;斜;SE03A 

6: 10YR5/2;灰黄褐色;砂，黒褐色泥:lXI含む，灰白 砂斑混じる，軟;SE03A 

7a: 10YR3/2;黒褐色，砂~砂境土，炭片・焼土粒あり ，}也山砂斑含む;やや軟;SE038 

7b: 10YR4/2;灰黄褐色;砂~砂嬢土;炭片・焼土粒あり ，地山砂斑含む，褐鉄鉱の集積あり ，やや軟;SE038 

8a: 10YR3/2;黒褐色;砂壌土;斑鉄混じる;軟;SEQ38 

8b: 10YR5/3~7/1 ; にぶい黄褐色~灰白色， 砂; 黒褐色砂壊土葉状に含む ; 軟;斜行葉理， SE038 

8c: 10YR3/2~4/3 ; 黒褐色~にぷい黄褐色; 砂~砂隊土" 軟; 斑状~葉状 ， SE038 

8d: 10YR5/3~7/1 ; にぷい黄褐色~灰白色， 砂， 黒補色砂波土葉状に含む i 軟; 斑状， 部分的に葉状?， SE038 

9: 10YR3/2;黒褐色;砂綴土;黒褐色泥斑富む;緊;事E038

10: 10YR4/2~5/3; 灰黄褐色~にぷい黄褐色; 砂， 黒褐色泥斑富む ; 軟 ; SE038 

S:石，石製品
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土層i主(SE[SI]01)

番号:Hue V/C ; 色名 ; 土性; 斑紋， ~雑物; 密度; 備考
1: 10YR3/3;暗褐色;砂t表土，炭片混じる，粘土塊あり ;やや軟;SI01上層

2: 10YR3/3;日音褐色;砂壕土，炭片・焼土粒混じる，やや軟;1よりいく ぶん彩度あり?

3: 10YR3/3;結褐色;砂i奈土，炭片・焼土粒混じる，やや軟;2よりいく ぶん還元?，SP26 

4: 10YR3/3;暗褐色;砂嬢土;炭片・焼土粒混じる，やや軟;SI01中層

5: 10YR3/2;黒褐色;砂嬢土，炭片・焼土粒混じる;地山砂斑含む;やや軟;SI01下層

6: 10YR4/3;にぷい黄褐色，砂i表土;t也山砂~I富む ; やや軟; SI01堀方残土または崩落土

7: 10YR3/2;黒褐色;砂壊土，炭片頗る富む;堅;SI01中層炭ダマリ

8: 10YR3/3;日音褐色;砂嬢土;炭片富む，堅;SI01中層炭ダマリ

9: 10YR3/2;黒褐色;砂壕土，炭片混じる;堅;カーボンで黒すんだような色調，SI01中層炭ダマリ

10: 10YR3/2;黒褐色，砂，炭片・焼土粒混じる，t也山砂葉状に含む，~I鉄あり ; 軟 ; SE01 

11: 10YR3/2;黒褐色;砂，炭片・有機物混じる，軟，いく ぶん還元つ，SE01 

12・10YR4/2;灰黄褐色;砂;炭片混じる，地山砂斑あり ;やや軟;結桶外側のウラ込め，SE01 

13: 1 OYR4/1 ;褐灰色;砂混植土，炭片・粘土塊混じる，軟;結桶破t員個所の土層

14: 10YR4/3-6/6;にぷい貧褐色~明貧褐色;砂;褐鉄鉱の集積あり ，軟;13を覆う地山砂の崩落層

SE (SI) 01 実測図

D:鉱浮

S:石，石製品
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土層注 (SE[SI]04)

番号:Hue V/C;色名;土性;~I紋， 爽雑物;密度 ; 備考
斑1:10YR4/3-5/4;にぷい黄褐色;砂"堅;埋め戻しまたは整地層，SI04 

斑2:10YR4/2-5/3;灰黄褐色~にぷい糞褐色;砂"重量;埋め戻 しまたは整地層，SI04 

~I2a : 10YR3パ-4/3:黒褐色~にぷい黄褐色，砂~砂壊土"やや軟，貼床層?，SI04 

~I3 : 10YR5/3-7/2;にぷい糞褐色~にぷい黄櫨色，砂"堅;貼床層，SI04 

~I4 : 1 OYR3/3-4/4; a音褐色~褐色，砂"堅，貼床層または造成層 (周堤?)，S104 

斑5:10YR3/3-4/3;陪褐色~にぷい黄褐色;炭片混じる;堅;造成層 (周堤?)，S104 

斑6:10YR3/3-4/3;暗褐色~にぷい黄褐色i炭片混じる;堅;斑5より隠〈 見える，造成層 (周堤?)，S104 

W7: 10YR3/3-4/4;陪褐色~褐色，砂"堅; ~I6よ り暗く 見える ， 造成層 (周堤?) ，SI04 

斑8:10YR4/2-5/3 ; 灰糞褐色~にぷい糞褐色;砂; 黒褐色砂嬢土~I頗る富む ; やや軟，据方残土? ， SI04 
1: 10YR3/3;暗褐色，砂嬢土，炭片・斑鉄混じる，軟~やや軟;SE04上部覆土，斑2の一部?

2: 10YR3/1;黒縄色;砂壌土;炭片・加工木片含む，機・泥斑混じる，軟~やや票差;SE04 

3: 10YR4/2 ; 灰黄褐色i 砂壊土; 炭片混じる ;やや軟 ; ~、くぶん泥質， 結桶の抜き取りを試みた穴?， 空隙あり ， SE04-Ep 
4: 2.5YR4/2-10YR6/4;暗灰黄色~にぷい黄信色;砂;黒褐色泥斑混じる;やや軟~軟，結桶外側のウラ込め，SE04 (拳大の円磯)

含む砂

8=1 :40 

一38-

8E (81) 04実測図



図
版
刊

井
戸
跡
実
測
図

3

〈
凶
〔
)
凶
の
〉

〈
の
N
V
B〉

〈寸
豆
ω〉

入
山
引
い
h
h

-D

引
・N

問。

J--ープ
ー『司・・・h

E
O
N
D
 

0 
4コ

2 '~a a~m -
D:鉱浮

1m 。3 

‘、 』

， ， 
、、

S=1 :40 

10: 10YR5I3; ，こぶし、糞褐色a砂，黒褐色泥斑富む，やや軟;SK14

11: 10YR4/2;灰糞褐色，砂;黒褐色泥斑含む;軟;SK14

12: 10YR5/4;にぷい糞褐色，砂;累掲色泥斑含む，軟;SK14 

13: 10YR4/3;にぷい糞褐色，砂，黒褐色泥斑混じる，軟;SK14 

14: 10YR3/2;黒褐色，砂獲土;黒褐色泥斑・i曲山砂箆混じる;やや軟;ぼんやり斑状，SK23
15: 10YR4/2;灰糞褐色，砂;地山砂斑含む;軟;SK23
16: 10YR4/3;にぷい賛褐色;砂，炭片混じる，黒褐色砂塚土斑雲状に富む;軟;SK23

SE (SI) 05実測図

土層注 (SE05，SK14， SK23:図版3と共通)

番号 HueV/C;色名;土性;斑紋，3ft雑物，密度，備考

1: 10YR3/3;暗褐色，砂E裏土，炭片・焼土粒混じる，軟;SE05上層

2: 10YR3ハ，黒褐色，砂嬢土，炭片.i主土粒混じる;軟;SE05上層

3: 10YR3/2;黒褐色，砂漢土，炭片・焼土粒混じる，i岳山砂致I含む;軟~怒;SE05上層~下層
4: 10YR4/2 ; 灰黄褐色; 砂; 黒褐色泥斑・地山砂斑混 じ る ， 事~; SE05下層
5: 10YR3/1;黒褐色，砂混趨土，黒循色泥斑混じる，灰糞褐色砂葉状に含む;軟，砂は斜行葉理，SE05下層

6: 10YR3ハ-2.5YR4/4;黒褐色~オリーブ褐色;砂;黒褐色泥葉状に含む，軟;砂は雲状~斑状，SE05下層
7: 10YR3/2， 10YR5/4;黒褐色，にぷい賞褐色，砂i葉土a砂"軟，雲状~斑状，SE05上層~下層
9: 10YR4/2-5/4;灰黄褐色~にぷい糞褐色;砂，黒褐色泥斑混じる;軟，池山砂崩落層，SE05下層

-39-
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土層i主(SK11)

番号:Hue V/C ; 色名 ， 土性， 斑紋 ， ~雑物 ， 密度 ， 備考

1: 10YR3/2;黒褐色;砂壊土;炭片あり，地山砂斑混じる;やや軟;SK11A

2: 10YR3/3;暗褐色，砂嬢土，炭片・焼土粒混じる，やや軟;SK11B

3: 10YR3/3;暗褐色，砂壌土，地山砂斑含む;やや軟;SK11C

一-b'

文ゾ(グ

b一一

S:石，石製品

8=1 :40 (l)8K11実測図

土層注 (SK18)

番号:Hue V/C ; 色名 ; 土性;斑紋， ~雑物 ; 密度 ; 備考

1: 10YR2/3;黒褐色，砂撲土，炭片混じる，やや軟;SK18A

2: 10YR3/3;暗褐色，砂嬢土，地山砂斑含む，やや軟;SK18A

3: 10YR3β，暗褐色，砂壊土，地山砂斑頗る富む，やや軟;1癌方残土，SK18A 

4: 10YR2/2;黒褐色;砂嬢土;炭片・1也山砂斑混じる，やや軟;SK18B

C 
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、
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8=1 :40 

土層注 (SK22)

番号:Hue V/C;色名，土性;ÞI紋 ， ~雑物 ， 密度 ， 備考
1‘10YR2/3;黒褐色，砂嬢土.，軟，

2: 10YR2/2;黒褐色，砂壊土，炭片混じる，やや軟;SK22B 

3: 10YR3/3;陪褐色，砂嬢土，炭片混じる，やや軟;SK22A 

。
c 

(2) 8K 18実測図
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8=1 :40 (3) 8K22実測図
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瓦器 (3---5)弥生土器 (1: 2) 
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鍛冶炉関連遺構 (SF01)鍛打作業土台の埋設聾検出状況
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八幡町地区全景

湧水土坑 (SE02・SE03)完掘状況(黒いシミが結桶抜き取り痕か)
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井戸跡 (SE04)埋設結桶検出状況
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ふりがな さいわいちょういせき l

書 名 幸町遺跡 I

副 書 名 市道高架横断2号線道路改良工事に係る埋蔵文化財発掘調査報告書ー

巻 次

シリーズ名

シリーズ番号

編著者名 宮田明

編集機関 小松市教育委員会

所 在 地 干923-8650 石川県小松市小馬出町91番地 TEL (0761) 22-4111 

発行年月日 2005年3月31日

ふ り がな 去、 り カf な コード 北 f‘早 東 経
調査期間 調査面積 調査原因所収遺跡名 所 在 地 市町村遺跡番号 。 " 。 "

さいわいちょういせき いしかわけんこ まつし 17203 36
0 

136
0 

20030728 350m2 道路改良
幸 町遺跡 石川県小松市 23' 27' 工事

やわたまち 37" 11 20030929 
八幡町96番地先

みつかいちまちじかた

三日市町地方

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な遺構 王 な 遺 ヰ均 特記事項

幸町遺跡 散布地 縄文 縄文土器

弥生 弥生土器

古代 須恵器
ーーーーーーーーーーー ー一一ー一ーーーーーーーーーーー一ー一一一ー一一一一一一一一ー一一ーー一一ーーーー-ーーーー一一一一一一一ーー-ーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーー
その他の 室 町 鍛冶炉関連遺構1 土師器皿、瓦器、陶磁器(白磁、青花、

生産遺跡 廃棄土坑6 青磁、粉青、天目 、瀬戸、唐津)、拓

(鍛冶) 湧水土坑2 器(越前、珠洲)、円形陶片、石製品

井戸跡3 (石鉢、行火、石臼、砥石、凹石)、鉄

複合ピ ット3 製品(釘、鐙ほか)、木製品(結桶、箸、

曲物)、銭貨(渡来銭)、鍛冶関連(羽

口、鍛冶j宰ほか)
ーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーー一一一ー一一一一一一一一『ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーー
散布地 江戸 陶磁器(肥前ほか) 近世地方耕地

幸町遺跡、の今次調査成果は、既往の第1・2次調査と同じく 15世紀代に営まれた鍛治関連の生産遺跡

としての資料を追加するものであり、 16世紀代の遺物は主要な遺構に殆ど絡まない出土状況であった。

要 約 本報告では、発見された遺構の分類に努め、作業場(鍛冶炉関連遺構)、廃棄場(廃棄土坑)、保管場?

(複合ピット )という位置づけをした。井戸跡に関しては、検出状況の検討から廃絶時に結桶の抜き取

りを試みていた可能性が高く、抜き取りに成功した遺構が湧水土坑ということになろう 。
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お詫び

編集者の不注意により、 16--17頁、表 5のデータの一部がすべて欠落しており
ました。深くお詫び申し上げますとともに、以下に、欠落データを抜粋いたします。

図版 番号 ID(Y) 原体密度(/cm)

18 83 140 卸目 3.8 

141 卸目 3.3 
18 85 142 卸目 3.8 
18 86 143 卸目 4.3 

144 卸目 3.8 

145 卸目 4.3 
146 卸目 3.8 
147 卸目 3.8 
14.8 卸目 4.3 

149 卸目 3.8 

150 卸目 3.3 

151 卸目 3.0 
152 卸目 4.3 

153 卸目 3.3 

154 卸目 4.3 

155 卸目 3.8 

157 卸目 3.8 

158 卸目 4.3 
18 84 159 卸目 2.7 

161 卸目 3.3 

167 卸目 3.3 

168 卸目 3.3 

171 卸目 3.0 

173 卸目 3.3 

174 卸目 3.3 

180 叩目 2.7 

181 叩目 2.5 

182 叩目 4.3 

183 叩目 3.0 

184 叩目 3.0 

185 叩目 2.5 

186 叩目 2.7 

192 卸目 3.0 

18 92 196 卸目 3.0 

198 卸目 3.0 

18 90 200 卸目 2.7 

207 卸目 3.0 

18 91 212 卸目 3:3l 
213 卸目 3.0 
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